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1写真ワークショップで写真教育に新たな可能性
1美しい古都の町と新たな絆─ラトビア・ルーイヤナ町訪問記 
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写真ワークショップで写真教育に新たな可能性 
 
まち・タウン 
○防火アピール、秋の火災予防運動 
○住民参加で地域福祉の充実を─町社会福祉大会開く 
○町民総合文化祭今年も大にぎわい 
○認知症を考える初のいきいき町民講座 
○松田与一さん、「地域文化功労賞」を受賞　　ほか 
 
美しい古都の町と新たな絆 
 
東川町Bフレッツ誘致実現か!? 
 
今、生き生きと 
○㈱インテリアナス　代表取締役　水谷　松治　 
 
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」 
○雪と氷の季節到来「冬を楽しもう!!」 
◇短歌・俳句 
◇新刊図書・ビデオ案内 
 
 Dr.中田の「健康にばんざい」 
○こわ～い〝メタボ〟の正体と防ぎ方⑦ 
 
大雪山の素顔 
○「勇駒別の冬」…大雪白樺荘支配人　神林　知宏 
 
ペチャクチャカナダ人 
○「カナダの祝日の食事－お正月」…英語指導助手（AET）アシュリー・ペトゥルッチ 
○エイゴのマナビカタ 
　第44回「プロソディ」…英語学習指導員　宮地晶子 
 
町の風　雑記抄 
○加齢・経年・老朽化（パート２）…前中央分館長　尾池　男 
 
大雪地区広域連合からのお知らせ 
○平成20・21年度の保険料額決定 
 
住宅ローン控除がかわります 
 
くらし・ネットワーク 
○町議会第4回定例会のお知らせ 
○吉村、佐々木両氏に道産業貢献賞 
○年末・年始のお知らせ 
○新入園児募集　　ほか 
 
子育てチャンネル 
○「気持ちがあれば強くなる」…コンサドーレ旭川監督　賀谷　英司 
 
保健だより 
○あなたは「隠れ糖尿病」かも!? 
 
おいしい手料理 
○「ミネストローネ」・食べて健康・豆知識 

第2回東川大写真展入選作品から 

「雪化粧」 
種野信篤さん撮影 

教
育
大
岩
見
沢
校
の
大
学
生
、東
川
小
児
童
が
写
真
作
り
挑
戦 

写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
写
真
教
育
に
新
た
な
可
能
性 

　
写
真
の
町
で
新
た
な
写
真
教
育
へ
の
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
道
教
育
大
岩
見
沢
校
の
大
学
生
の
合
宿
写
真
演

習
、
そ
し
て
東
川
小
４
年
生
児
童
の
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
写
真
を
写
す
こ
と
、
選
ぶ
こ
と
、
評
価
し
合
う
こ

と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
？
　
カ
メ
ラ
と
い
う
道
具
を
使
っ
て
新
た
な
視
点
や
表
現
力
、
分
析
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
学
ぼ
う
と
い
う
試
み
。
写
真
の
町
事
業
に
新
た
な
教
育
的
事
業
の
要
素
が
ま
た
ひ
と
つ
加
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

年末ジャンボ宝くじ 
1等前後賞合わせて3億円 
●１等　　　　　： 
●１等の前後賞　： 
●１等の組違い賞： 
●２等　　　　　： 
●３等　　　　　： 
●４等　　　　　： 
●５等　　　　　： 
●６等　　　　　： 
●７等　　　　　： 
●年末幸運賞　　： 

74本 
148本 
7,326本 
222本 
222本 
1,480本 
22,200本 
74,000本 
740万本 
74万本 

2 億 円  
5,000万円  
1 0 万 円  
1 億 円  
1,000万円  
1 0 0 万円  
100,000円  
30,000円 
3 , 0 0 0 円  
1 万 円  

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

11月26日（月）～ 
12月21日（金）まで 
12月31日（月） 

発売期間 
 
抽 選 日 

　この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくり
や環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上
のために使われます。 
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10
月
26
日
、
道
教
育
大
岩
見
沢
校
の
メ
デ

ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
大
学
生
15
人
が
２
泊

３
日
の
合
宿
写
真
演
習
に
初
め
て
本
町
を
訪

れ
ま
し
た
。 

　
写
真
と
は
何
か
？
を
テ
ー
マ
に
、
写
真
撮

影
実
習
と
作
品
選
定
、
講
評
を
す
る
写
真
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
「
地
域
の
記
録
と
記
憶
を

巡
っ
て
」
な
ど
写
真
を
テ
ー
マ
に
し
た
現
地

講
義
の
数
々
。 

　
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
東
川
町
に
関
し
て 

「
写
真
の
ま
ち
」
と
い
う
言
葉
程
度
の
理
解

し
か
な
く
、
具
体
的
に
は
よ
く
知
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
う
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
の
東
川
賞
、
写

　
　
　
　
　
　
　
　
真
甲
子
園
の
様
子
を
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
で
見
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
規
模
の
大
き
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
然
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
歴
史
を
記
録
し 

            

続
け
て
き
た
飛
騨
野
数
右
衛
門
さ
ん
（
94
）

を
招
い
た
講
義
で
は
、
記
録
資
産
と
し
て
の

写
真
、
撮
影
し
続
け
る
と
い
う
定
点
観
察
の

雄
弁
さ
、
現
代
史
の
中
に
埋
も
れ
た
地
方
史

が
写
真
映
像
と
し
て
残
っ
て
い
る
希
少
性
な

ど
が
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
手
に
、
思
い
思
い
に

町
内
撮
影
も
し
ま
し
た
。
商
店
街
の
風
景
、

木
々
の
紅
葉
、
神
社
の
境
内
な
ど
、
思
い
思

い
の
テ
ー
マ
で
写
真
撮
影
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
行
い
ま
し
た
。 

　
撮
り
た
め
た
写
真
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
作

品
を
選
ん
で
提
出
し
ま
す
。
写
真
甲
子
園
で

の
作
品
作
り
と
同
じ
手
順
。
テ
ー
マ
性
は
？

　
選
ん
だ
写
真
の
妥
当
性
は
？
　
撮
影
技
術

は
？
　
な
ど
と
厳
し
い
評
価
が
下
り
ま
す
。

一
連
の
作
業
を
通
し
て
写
真
の
奥
深
さ
に
触

れ
た
よ
う
で
す
。 

　
飛
騨
野
さ
ん
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
） 

 
3

道
路
の
タ
イ
ル
舗
装
の
作
業
風
景
に
迫
り
ま
し
た（
道
草
館
前
、東
川
小
児
童
） 

            

に
分
か
れ
て
学
校
周
辺
の
町
内
中
心
街
を
撮

影
し
ま
し
た
。 

　
道
の
駅
・
道
草
館
の
職
員
、
道
路
舗
装
作

業
を
し
て
い
る
作
業
員
、
豆
腐
店
、
郵
便
局

員
、
薬
局
な
ど
働
く
人
々
が
テ
ー
マ
で
す
。 

　
ど
う
や
っ
て
撮
影
を
頼
む
の
か
、
写
す
時

の
角
度
は
？
　
な
ど
、
な
か
な
か
う
ま
く
撮

　
　
　
　
　
　
れ
ま
せ
ん
。
写
し
終
え
た
デ

　
　
　
　
　
　
ー
タ
は
す
ぐ
に
回
収
。
12
月

　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
各
班
10
枚
ず
つ
を

　
　
　
　
　
　
選
び
出
す
写
真
選
定
、
講
評

　
　
　
　
　
　
と
い
う
作
業
を
予
定
し
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
結
果
は
来
年
１
月
７
日
か

　
　
　
　
　
　
ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
作
品

　
　
　
　
　
　
展
示
会
で
発
表
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
本
格
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
で
す
。 

            

年
、
14
歳
の
時
に
親
戚
か
ら
カ
メ
ラ
を
も
ら

っ
て
町
内
を
撮
り
始
め
て
以
来
、
町
の
歴
史

を
写
真
に
収
め
て
き
ま
し
た
。 

　
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
町
並
み
、
松
山
温

泉
（
現
天
人
峡
温
泉
）
の
開
発
草
創
期
や
町

民
の
戦
中
出
征
風
景
、
旭
川
電
気
軌
道
の
電

車
が
走
っ
て
い
た
当
時
の
に
ぎ
や
か
な
町
の

風
景
な
ど
、
民
間
人
の
視
点 

が
特
徴
的
で
す
。　 

　
　
　
　
　
　
◇ 

　
10
月
18
日
、
東
川
小
４
年 

生
65
人
が
「
働
く
ま
ち
か
ど
」 

撮
影
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
「
写
真
の
町
青
少
年
ワ
ー 

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
名
付
け
た 

写
真
学
習
で
す
。
写
真
の
町 

実
行
委
員
会
か
ら
本
格
的
な 

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
を
借
り
、 

６
、
７
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ 
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育
大
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沢
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の
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、東
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児
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が
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り
挑
戦 

写
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ワ
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写
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教
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新
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教
育
大
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沢
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の
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ワ
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に
新
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な
可
能
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写
真
の
町
で
新
た
な
写
真
教
育
へ
の
試
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が
始
ま
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岩
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の
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学
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合
宿
写
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、
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し
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東
川
小
４
年
生
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写
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ッ
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。
写
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を
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す
こ
と
、
選
ぶ
こ
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、
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合
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で
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も
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道
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を
使
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新
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ど
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に
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ま
す
。 

　
写
真
の
町
で
新
た
な
写
真
教
育
へ
の
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
道
教
育
大
岩
見
沢
校
の
大
学
生
の
合
宿
写
真
演

習
、
そ
し
て
東
川
小
４
年
生
児
童
の
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
写
真
を
写
す
こ
と
、
選
ぶ
こ
と
、
評
価
し
合
う
こ

と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
？
　
カ
メ
ラ
と
い
う
道
具
を
使
っ
て
新
た
な
視
点
や
表
現
力
、
分
析
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
学
ぼ
う
と
い
う
試
み
。
写
真
の
町
事
業
に
新
た
な
教
育
的
事
業
の
要
素
が
ま
た
ひ
と
つ
加
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

2撮影してきた写真の振り分け作業（教育大生） 

思い思いに街角スナップの作品作り（教育大生、役場前）1

年末ジャンボ宝くじ 
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農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月

28
日
に
赤
十
字
奉
仕
団
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
、
11
月
３
日
に
文
化
芸
能
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。 

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
は
、
町
内
の

農
家
か
ら
格
安
新
鮮
な
野
菜
や
日
用
品
が

ず
ら
り
と
そ
ろ
い
、
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。 

　
文
化
芸
能
発
表
会
は
、
旭
川
福
祉
専
門

学
校
保
育
科
生
徒
の
人
形
劇
「
西
遊
記
」

と
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
オ
ズ
の
魔
法
つ
か
い
」

を
皮
切
り
に
、
各
小
学
校
児
童
の
舞
台
、

町
民
の
舞
踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
多
彩
な
発
表
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

    

               

　
町
内
で
文
化
活
動
を
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
活
動
発
表
を
紹

介
す
る
第
37
回
町
民
総
合
文
化
祭
が
10
月

27
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
文
化
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
東
川
中

学
校
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
館
（
南
町
２
）
の

４
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
作
品
展
は
、
10
月
27
日
か
ら
９
日
間
、

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
会
場
に
な
り
ま
し
た
。

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
切
り
絵
・
貼
り
絵
、

編
み
物
、
人
形
、
盆
栽
、
短
歌
、
俳
句
な

ど
15
団
体
、
14
個
人
延
べ
２
３
０
人
か
ら
、

前
年
を
50
点
上
回
る
約
４
０
０
点
の
作
品

が
ず
ら
り
。
季
節
な
ら
で
は
の
菊
の
鉢
物
、

盆
栽
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。 

 

  

　
都
市
と
農
村
の
交
流
推
進
を
目
指
し
て

い
る
ひ
が
し
か
わ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
（
井
下
佳
和
会
長
）
の
農
家

生
活
体
験
が
今
年
も
中
・
高
校
生
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
10
月
24
日
、
今
年
最
後
の

受
け
入
れ
で
到
着
し
た
の
は
大
阪
府
立
花

園
高
校
の
39
人
。
１
泊
２
日
で 

町
内
７
カ
所
、
旭
川
市
内
４
戸
、 

美
瑛
町
内
の
１
戸
に
分
か
れ
、 

農
作
業
の
体
験
に
汗
を
流
し
ま 

し
た
。 

　
農
村
体
験
の
誘
致
３
年
目
。 

５
月
か
ら
10
月
ま
で
、
関
西
地 

方
の
中
・
高
校
11
校
か
ら
延
べ 

    

　
夏
休
み
中
の
東
川
小
校
舎
内
や
町
内
各

所
で
モ
デ
ル
撮
影
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌

「
流
行
通
信
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
」
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｓ

パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
刊
、
Ａ
４
変
形
判

１
９
６
㌻
、
定
価
７
８
０
円 

（
税
込
み
））
＝
写
真
＝
が
10  

月
12
日
発
売
に
な
り
ま
し
た
。  

　
昨
年
発
売
さ
れ
た
「
シ
ャ 

ッ
タ
ー
＆
ラ
ブ
」
に
続
い
て 

２
度
目
の
町
内
ロ
ケ
。
編
集 

  

千
40
人
が
修
学
旅
行
で
来
町
し
ま
し
た
。

昨
年
に
比
べ
て
３
校
、
約
２
０
０
人
増
で

す
。 

　
初
め
て
来
町
し
た
花
園
高
校
の
生
徒
た

ち
は
、
東
川
農
協
本
所
の
大
ホ
ー
ル
で
農

家
と
対
面
式
後
、
１
カ
所
３
、
４
人
ず
つ

　
　
　
　
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
こ
の
時
期
は
農
作
業
も
ほ
ぼ

　
　
　
　
終
わ
り
。
体
験
で
き
た
の
は
、

　
　
　
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
、
ホ
ウ
レ
ン

　
　
　
　
草
の
摘
み
取
り
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ

　
　
　
　
ウ
ス
の
後
片
付
け
程
度
で
す
が
、

　
　
　
　
都
会
育
ち
の
生
徒
に
は
新
鮮
な

　
　
　
　
経
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

    

長
兼
カ
メ
ラ
マ
ン
は
蜷
川
実
花
氏
。
表
紙

の
沢
尻
エ
リ
カ
さ
ん
を
は
じ
め
、
長
谷
川

潤
さ
ん
、
安
田
美
沙
子
さ
ん
、
藤
井
リ
ナ

さ
ん
ら
人
気
モ
デ
ル
が
ず
ら
り
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
道
内
３
カ
所
で
撮
影
ロ

　
　
　
　
　
　
ケ
を
行
い
ま
し
た
。
町
内

　
　
　
　
　
　
で
の
撮
影
分
は
全
編
中
26

　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
と
中
と
じ
本
の
14

　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
で
す
。 

町
民
総
合
文
化
祭
今
年
も
大
に
ぎ
わ
い 

町
民
総
合
文
化
祭
今
年
も
大
に
ぎ
わ
い 

  

送
油
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
の
た
こ
足
配
線
の
危
険
は
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

　
15
日
か
ら
４
日
間
、
東
川
小
児
童
の
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
拍
子
木
を
手
に
住
宅

地
を
夜
回
り
し
ま
し
た
。 

　
８
人
か
ら
10
人
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

夕
食
の
炊
事
時
間
に
合
わ
せ
て
午
後
４
時

過
ぎ
か
ら
約
30
分
間
、
市
街
地
約
１
㌔
㍍

を
巡
回
し
ま
し
た
。
19
日
に
は
婦
人
防
火

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
員
と
一
緒
に
商
店
街
で

　
　
　
　
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
21
日
、
町
内
５
分
団
の
消
防

　
　
　
　
団
員
が
各
分
団
の
消
防
車
総
出

　
　
　
　
で
町
内
を
防
火
パ
レ
ー
ド
。
午

　
　
　
　
後
か
ら
キ
ト
ウ
シ
物
産
セ
ン
タ

　
　
　
　
ー
（
西
５
号
北
44
）
で
団
員
69

　
　
　
　
人
が
参
加
し
て
送
水
中
継
・
放

　
　
　
　
水
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
後
、
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
が
町
内
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
１
０
２
８
戸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
防
火
訪
問
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
房
器
具
や
火
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
扱
い
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
呼
び
か
け
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。 

  

　
10
月
15
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
の
秋
の

火
災
予
防
運
動
で
、
東
消
防
署
、
東
川
消

防
団
は
、
防
火
訪
問
、
防
火
夜
回
り
、
放

水
訓
練
を
行
い
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
お
年
寄
り
世
帯
の
火
災
が
増
え
て
い
る

た
め
、
今
年
は
、
期
間
中
初
め
て
75 
歳
以

上
の
高
齢
者
住
宅
を
防
火
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
独
居
、
夫
婦
２
人
暮
ら
し
の
家
庭
１
３

１
戸
（
東
川
、
東
神
楽
両
町
）
。
暖
房
器

具
の
点
検
や
灯
油
タ
ン
ク
、
ス
ト
ー
ブ
の 

  

　
11
月
17
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
（
社
）
東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
第
31
回
東
川
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
町
内
各
団
体
の
代
表
ら
約
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
宮

坂
幸
好
会
長
は
「
地
域
と
と
も
に
福
祉
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
誰
も
が
尊
厳
を
持

っ
て
生
活
で
き
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
大

切
」
と
住
民
参
加
の
福
祉
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
松
岡
市
郎
町
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で 

「
平
成
26
年
に
迎
え
る
開
基
１
２
０
年
に

向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
学

習
で
き
、
生
活
を
担
う
世
代
と
な
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
東

川
小
学
校
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
を
し
た
い
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。 

　
大
会
上
、
25
人
４
団
体
が
社
会
福
祉
協

議
会
長
表
彰
な
ど
各
種
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。 

　
以
下
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）
。 

▼
東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　
藤

田
朋
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）
、
松
坂

清
市
、
高
橋
正
三
、
千
田
信
太
郎
（
以
上

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
）
▼
同
感
謝
状 

  

　
湯
浅
ヒ
デ
子
（
福
祉
活
動
実
践
）
、
川

村
正
義
、
上
田
亮
一
、
久
保
定
信
、
海
老

澤
伸
明
、
川
瀬
良
二
、
泉
文
夫
、
堀
部
栄

治
、
山
口
佐
知
子
、
小
林
喜
美
子
、
平
　

聰
子
、
大
森
洋
一
、
真
鍋
賢
市
、
松
林
文

子
（
以
上
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
）
▼

道
協
同
募
金
会
長
感
謝
状
　
東
川
町
農
協
、

東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
東
川
町
赤
十

字
奉
仕
団
、
東
川
中
生
徒
会
（
以
上
募
金

功
労
）
▼
日
本
赤
十
字
社
東
川
町
分
区
長

感
謝
状
　
畑
中
律
子
、
紙
谷
春
子
、
植
田

美
根
子
、
水
口
美
津
子
（
以
上
奉
仕
活
動

功
労
）
▼
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　

久
保
ミ
チ
子
、
佐
々
木
篤
美
（
以
上
民
生

委
員
児
童
委
員
）、竹
部
厚
子（
社
協
職
員
） 

住
民
参
加
で
地
域
福
祉
の
充
実
を
―
町
社
会
福
祉
大
会
開
く 

住
民
参
加
で
地
域
福
祉
の
充
実
を
―
町
社
会
福
祉
大
会
開
く 

外
来
種
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
慰
霊
祭 

今
年
も
に
ぎ
わ
い
、中
・
高
校
生
の
農
業
体
験
修
学
旅
行 

今
年
も
に
ぎ
わ
い
、中
・
高
校
生
の
農
業
体
験
修
学
旅
行 

認
知
症
を
考
え
る
初
の
い
き
い
き
町
民
講
座 

防
火
ア
ピ
ー
ル
、
秋
の
火
災
予
防
運
動 

防
火
ア
ピ
ー
ル
、
秋
の
火
災
予
防
運
動 

拍子木をならしながら少年防火クラ 
ブが「火の用心！」（10月15日） 

キトウシ物産センターで送水中継・放水 
訓練（10月21日） 

宮坂会長の式辞 

文化ギャラリー会場の作品展 

旭川福祉専門学校生のオペレッタ「オズの魔法つかい」 
（芸能発表会） 

町
内
で
ロ
ケ
撮
影
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
が
出
ま
し
た 

町
内
で
ロ
ケ
撮
影
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
が
出
ま
し
た 
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氷
彫
刻
と
い
う
新
た
な
芸
術
分
野
も
開

き
ま
し
た
。
日
本
初
の
氷
彫
刻
作
家
と
し

て
氷
彫
刻
の
黎
明
期
を
築
き
ま
し
た
。 

　
カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
中
国
な
ど
各
国
で
氷

彫
刻
の
指
導
を
行
い
、
海
外
で
も
氷
彫
刻

の
普
及
、
指
導
に
力
を
尽
く
し
て
師
範
と

し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
東
川
町
文
化
連
盟
の
創
設
に
中
心
的
な

活
動
を
し
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に

は
自
宅
に
隣
接
し
て
自
身
の
個
人
美
術
館
、

「
松
田
与
一
彫
刻
の
館
」
を
建
設
。
無
料

で
開
放
し
て
現
在
も
な
お
創
作
活
動
に
精

力
的
で
す
。 

     

　
生
ま
れ
た
子
に
生
涯
で
ひ
と
つ
だ
け
の

椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
君
の
椅
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
展
示
会
が
11
月
10
日
か
ら

11
日
間
、
函
館
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
村
岡

（
村
岡
武
司
さ
ん
経
営
、
函
館
市
元
町
２

ノ
７
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
函
館
市
民
や

観
光
客
ら
道
南
地
方
に
初
め
て
詳
し
く
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
掛
け
人
、
旭
川
大

「
チ
ー
ム
君
の
椅
子
」
の
磯
田
憲
一
同
大

大
学
院
教
授
と
村
岡
さ
ん
の
二
人
が
か
ね 

                

　
農
民
彫
刻
家
で
知
ら
れ
る
13
南 
区
、
松

田
与
一
さ
ん
（
83
）
が
こ
の
ほ
ど
、
地
域

文
化
功
労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

　
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
中
国
（
旧
満

州
）
に
出
兵
し
、
終
戦
後
の
、
45
（
同
20
）

年
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
次
々
と
死
亡
す

る
戦
友
の
た
め
に
、
と
彫
刻
を
始
め
ま
し

た
。 

　
帰
国
後
、
農
業
の
傍
ら
、
絵
画
、
彫
刻
、

写
真
な
ど
を
独
学
で
学
び
、
地
元
の
山
か

ら
伐
り
出
し
た
丸
太
に
向
か
っ
て
ノ
ミ
を

ふ
る
い
、
木
彫
作
品
を
中
心
に
女
性
像
な

ど
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
 

  

　
10
月
31
日
夜
、
農
村
環
境
改 

善
セ
ン
タ
ー
で
、
日
本
シ
リ
ー 

ズ
第
３
戦
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ 

ー
イ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
パ
・
リ
ー
グ
連
続
優
勝
し
た 

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー 

ズ
の
日
本
一
を
後
押
し
し
よ
う
、 

と
２
週
間
前
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー

ズ
第
３
戦
に
続
い
て
、
再
び
約
３
０
０
人

が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
相
手
は
、
セ

・
リ
ー
グ
優
勝
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
。 

　
対
戦
成
績
１
対
１
で
迎
え
た
ナ
ゴ
ヤ
ド

ー
ム
第
３
戦
。
勝
ち
越
し
に
期
待
が
か
か

っ
た
一
戦
で
し
た
。 

   

て
か
ら
面
識
が
あ
り
、
展
示
が
実
現
し
ま

し
た
。 

　
会
場
に
は
、
建
築
家
、
中 

村
好
文
氏
（
東
京
都
内
在
住
） 

デ
ザ
イ
ン
、
バ
ウ
工
房
経
営
、 

大
門
巖
氏
製
作
の
２
０
０
６ 

年
版
、
家
具
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ 

ザ
イ
ナ
ー
、伊
藤
千
織
氏（
札 

幌
市
在
住
）
デ
ザ
イ
ン
、
工 

房
宮
地
経
営
、
宮
地
鎮
雄
氏 

製
作
の
２
０
０
７
年
版
の
２ 

 

  

　
　
　
　
　
し
か
し
先
発
・
ス
ィ
ー
ニ
ー

　
　
　
　
投
手
は
１
回
裏
に
７
点
を
奪
わ

　
　
　
　
れ
る
大
誤
算
。
打
っ
て
は
２
回

　
　
　
　
表
、
５
番
工
藤
選
手
が
中
前
適

　
　
　
　
時
２
塁
打
で
１
点
を
返
す
の
が

　
　
　
　
精
一
杯
で
「
１
―
９
」
の
完
敗

　
　
　
　
と
い
う
残
念
な
結
果
。 

　
シ
リ
ー
ズ
戦
は
、
こ
の
後
も
精
細
を
欠

き
、
５
試
合
通
算
１
勝
４
敗
で
終
わ
っ
て

２
年
連
続
日
本
一
の
夢
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
会
場
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

児
童
や
仕
事
帰
り
の
フ
ァ
ン
が
か
た
ず
を

の
ん
で
試
合
の
行
方
に
希
望
を
つ
な
い
で

い
ま
し
た
。 

   

脚
を
展
示
し
ま
し
た
。 

　
「
良
い
椅
子
だ
ね
」
。
初
め
て
見
る
小

　
　
　
　
さ
な
椅
子
な
が
ら
、
美
し
い
デ

　
　
　
　
ザ
イ
ン
、
材
質
の
良
さ
は
ひ
と

　
　
　
　
目
で
分
か
り
ま
す
。
来
場
者
の

　
　
　
　
評
判
は
上
々
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
村
岡
さ
ん
は
「
小
さ
な
子
ど

　
　
　
　
も
用
の
家
具
が
商
品
化
さ
れ
た

　
　
　
　
場
合
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
取
り

　
　
　
　
扱
い
た
い
」
と
話
し
て
お
り
好

　
　
　
　
評
で
す
。 

松
田
与
一
さ
ん
、「
地
域
文
化
功
労
者
」
を
受
賞 

松
田
与
一
さ
ん
、「
地
域
文
化
功
労
者
」
を
受
賞 

  

怒
り
や
す
く
な
っ
た
」
「
計
算
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
症
状
が
特
徴
的
な

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
高
血
圧
、
強
度
の
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
が
原
因
の
脳
血
管

性
認
知
症
と
の
違
い
を
や
さ
し
く
解
説
し

ま
し
た
。 

　
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
頭
頂
葉
か
ら

神
経
細
胞
が
溶
け
て
な
く
な
る
病
気
、
脳

血
管
性
の
認
知
症
は
前
頭
葉
が
障
害
を
受

け
て
し
ま
う
病
気
」
「
今
後
５
年
後
く
ら

い
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知
症
の
治
療

薬
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
と
分
か

り
や
す
く
最
新
の
医
学
情
報
を
話
し
て
い

ま
し
た
。 

   

　
11
月
10
日
、
家
畜
感
謝
之
碑
（
南
町
２
）

横
に
新
設
し
た
「
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
の
碑
」
前
で
、
こ
れ
ま
で
に
捕
獲

駆
除
し
た
ハ
チ
を
埋
葬
す
る
慰
霊
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
町
有
地
の
一
画
を
借
用
し
て
大
雪
と
東

川
の
自
然
を
守
る
会
（
鶴
岡
恒
男
会
長
）

の
鶴
岡
会
長
ら
が
手
作
り
で
お
墓
を
作
り

ま
し
た
。
材
料
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
集
め
、
墓
碑
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
）
法
人
「
ね
お
す
」
の
メ
ン
バ
ー
手 

 

              

　
10
月
27
日
、
役
場
大
会
議
室
で
、
宮
澤

仁
朗
（
医
）
と
き
わ
病
院
長
を
講
師
に
迎

え
て
「
認
知
症
っ
て
何
？
　
身
近
な
病
気

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
い
き
い
き
町
民
講
座
で
す
。

身
近
な
テ
ー
マ
だ
け
に
町
民
１
０
０
人
以

上
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。 

　
一
般
に
〝
ボ
ケ
〞
と
呼
ば
れ
る
認
知
症

で
す
が
、
そ
の
症
状
は
一
様
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
専
門
医
の
立
場
か
ら
「
何
日
だ
っ
た
か

忘
れ
て
し
ま
う
」
「
ど
こ
に
い
る
の
か
分

か
ら
な
く
な
る
」
「
誰
な
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
３
要
素
が
徐
々
に
強
ま
る
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
認
知
症
と
、
「
急
に 

   

  

　
10
月
28
日
、（
有
）ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
進

化
台
）
で
「
ひ
が
し
か
わ
の
達
人
に
学
ぶ

『
東
川
学
講
座
』
」
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
町
の
達
人
を
発
掘
し
て
話
を
聞
こ
う
、 

            

作
り
。
墓
碑
銘
の
ハ
チ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

旭
山
動
物
園
飼
育
展
示
係
の
白
木
雪
乃
さ

ん
が
描
き
ま
し
た
。 

　
埋
葬
し
た
ハ
チ
は
、
こ
れ
ま
で
捕
獲
し

て
東
大
保
全
生
態
学
研
究
室
で
保
管
さ
れ

て
い
た
約
２
万
匹
。
鷲
谷
い
づ
み
教
授
は

じ
め
研
究
室
の
研
究
員
や
旭
川
、
小
樽
、

上
士
幌
町
な
ど
道
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
ハ

チ
監
視
モ
ニ
タ
ー
約
30
人
が
出
席
し
て
ハ

チ
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。 

 

  

体
験
し
よ
う
―
と
い
う
地
域
再
生
マ
ネ
ジ

ャ
ー
事
業
の
初
講
座
。
「
ひ
が
し
か
わ
Ｄ

Ｅ
感
動
体
験
」
事
務
局
（
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
）

が
主
催
し
ま
し
た
。 

　
「
一
日
限
り
の
喫
茶
店
」
と
銘
打
ち
、

自
家
製
ハ
ー
ブ
、
ポ
プ
リ
を
使
っ
た
手
作

り
に
お
い
袋
の
製
作
。
約
30
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
ハ
ー
ブ
研
究
会
・
ハ
ー
ブ
フ
レ
ン

ズ
（
飛
騨
野
一
重
会
長
）
の
会
員
が
入
れ

た
香
り
高
い
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
ケ
ー
キ
も

出
て
、
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
同
事
務
局
で
は
12
月
中
に
も
２
回
目
の

講
座
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

    

達
人
に
学
ぶ
東
川
学
講
座
を
開
催 

達
人
に
学
ぶ
東
川
学
講
座
を
開
催 

外
来
種
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
慰
霊
祭 

外
来
種
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
慰
霊
祭 

日
本
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
３
０
０
人 

日
本
シ
リ
ー
ズ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
３
０
０
人 

函
館
で
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
く 

函
館
で
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
く 

認
知
症
を
考
え
る
初
の
い
き
い
き
町
民
講
座 

認
知
症
を
考
え
る
初
の
い
き
い
き
町
民
講
座 
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ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー
イ
ヤ
ナ
町
訪
問
記 

ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー
イ
ヤ
ナ
町
訪
問
記 

　
ラ
ト
ビ
ア
と
の
強
い
絆
を
進
め
よ
う
―
。
町
、
ラ
ト
ビ
ア
交
流
協
会
（
青
木
哲
也
会
長
） 

は
、
11
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
８
日
間
、
役
員
を
中
心
と
す
る
東
川
町
訪
問
団
（
団
長
・ 

松
岡
市
郎
町
長
）
で
中
欧
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
の
ル
ー
イ
ヤ
ナ
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問 

中
、
町
民
約
５
０
０
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
歓
迎
を
受
け
る
な
ど
、
今
後
の
姉
妹
都
市
提 

携
に
向
け
て
大
き
な
成
果
と
弾
み
を
得
た
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ラ
ト
ビ
ア
と
の
強
い
絆
を
進
め
よ
う
―
。
町
、
ラ
ト
ビ
ア
交
流
協
会
（
青
木
哲
也
会
長
） 

は
、
11
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
８
日
間
、
役
員
を
中
心
と
す
る
東
川
町
訪
問
団
（
団
長
・ 

松
岡
市
郎
町
長
）
で
中
欧
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
の
ル
ー
イ
ヤ
ナ
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問 

中
、
町
民
約
５
０
０
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
歓
迎
を
受
け
る
な
ど
、
今
後
の
姉
妹
都
市
提 

携
に
向
け
て
大
き
な
成
果
と
弾
み
を
得
た
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。 

象
を
持
て
ま
し
た
。 

　
本
町
で
は
来
年
、
ル
ー
イ
ヤ
ナ

町
か
ら
の
訪
問
団
を
招
待
す
る
計

画
で
す
。
お
互
い
の
交
流
を
深
め
、

将
来
の
姉
妹
都
市
提
携
を
目
指
し

た
い
考
え
で
す
。 

 

　
◆ 

　
本
町
は
平
成
５
年
、
ラ
ト
ビ
ア

写
真
展
を
開
い
た
こ
と
が
縁
で
、

現
東
川
町
ラ
ト
ビ
ア
交
流
協
会
に

よ
る
民
間
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
昨
年
、
日
本
に
駐
日
ラ
ト
ビ
ア

大
使
館
（
東
京
）
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
ペ
ー
テ
リ
ス
・

ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
レ
ス
初
代
駐
日
大
使

（
昨
年
７
月
）
、
ア
イ
ガ
ル
ス
・

カ
ル
ヴ
ィ
ー
テ
ィ
ス
首
相
（
昨
年

10
月
）
ら
一
行
が
相
次
い
で
本
町

を
訪
れ
、
首
相
の
強
い
薦
め
も
あ

っ
て
、
駐
日
大
使
の
出
身
地
ル
ー

イ
ヤ
ナ
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の

検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
訪
問
し
た
の
は
、
松
岡
町

長
、
青
木
会
長
の
ほ
か
、
浜
辺
啓

町
議
会
議
長
、
東
川
ラ
ト
ビ
ア
館

館
長
の
井
下
佳
和
㈱
北
海
道
録
画

セ
ン
タ
ー
社
長
、
長
沢
義
博
東
川

商
工
会
理
事
、
上
坂
勝
司
上
坂
木

材
㈱
社
長
、
佐
藤
昇
㈱
イ
ン
テ
リ

ア
ナ
ス
専
務
ら
９
人
。 

            

　
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
は
、
黒
海
に

面
し
た
美
し
い
湾
を
持
つ
バ
ル
ト

３
国
の
中
の
農
業
国
。
ル
ー
イ
ヤ

ナ
町
は
首
都
リ
ガ
（
人
口
約
73
万

９
千
人
）
か
ら
約
１
５
０
㌔
㍍
、

車
で
約
２
時
間
半
離
れ
た
人
口
約

３
７
０
０
人
の
落
ち
着
い
た
地
方

都
市
で
す
。 

　
「
緑
の
町
」「
芸
術
の
町
」「
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
町
」
「
木
材
の

町
」
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
お
米
と
工
芸
・
観
光
の
町
」「
写

真
の
町
」
と
し
て
発
信
し
て
い
る

本
町
と
自
然
環
境
、
文
化
的
な
背

景
に
共
通
点
が
あ
る
よ
う
で
す
。

文
化
交
流
の
ほ
か
、
木
材
取
引
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
経
済
的
交
流
に

も
期
待
が
出
来
そ
う
だ
と
い
う
印 
▲松岡町長（中央）、浜辺議長（左）がグンティス・グラードキンス町長（右）から 
　町旗、国旗の贈呈を受けました（町民文化会館） 

▲首都・リガの議場広場にある国内でもっとも豪
華な記念建築物「ブラックヘットハウス」。1941
年、第2次世界大戦中に破壊され、1999年に再建
された中世ゴシックスタイルの代表的な住居建築 

2町民、観客500人の大歓迎を受けた歓迎コンサート 
（上は混声合唱、下は民族舞踊、町民文化会館） 

▼ゴシック建築が立ち並ぶリガの街並み（ベージュ色の壁が印 
　象的な正面の建物屋根の頂上には黒猫の飾り。あちこちの建 
　物にそれぞれ特徴のある飾りがあります） 

4

　
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
美
し
い 

　
街
並
み
が
印
象
的
な
リ
ガ
市
内 

▲ラトビア一おいしいと評判のルーイヤ 
　ナ名物のアイスクリーム工場（ルイヤ 
　ナス･ピエノタバ社） 

アイスクリーム工場で20種類も 
のアイスクリームを試食（みん 
な満足そうです） 

1

　学校の授業風景を参観（セコンダリー・スクール）。町内には日本でいうと小学校１年生から４年生までの 
　学校と小学校５年生から高校３年生までの学校に別れています。この学校は後者の学校。ちなみに義務教育 
　は中学校３年生まで。進学は大学制で校区の設定はなく、好きな学校を選べるそうです 

▲約230人の園児がいるルーイヤナ幼稚園で。翌日、町の 
　イベントに出演するため衣装を着て最後の練習をしてい 
　ました 

▲訪問団一行とグンティス・グラ 
　ードキンス町長（中央）らを交 
　えて記念撮影（ルーイヤナ町立 
　展示場） 

9 8Higashikawa  2007 December Higashikawa  2007 December



★
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
で
期
待
さ
れ
る

　
効
果
!! 

　
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
で
人
口
増
化
や
企
業

誘
致
な
ど
期
待
さ
れ
る
効
果
は
数
多
く
上

げ
ら
れ
ま
す
が
、
人
口
や
交
流
人
口
増
加
、

働
く
場
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
内

経
済
の
活
性
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。 

 
【
人
口
増
化
へ
の
期
待
】 

　
本
町
も
移
住
地
と
し
て
の
人
気
が
高
く
、

毎
年
微
増
な
が
ら
人
口
は
増
え
て
お
り
ま

す
。
移
住
の
希
望
地
と
し
て
は
、
市
街
地

と
周
辺
地
域
と
の
２
極
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。 

　
自
然
が
豊
か
で
広
々
と
し
た
周
辺
地
域

の
ニ
ー
ズ
は
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
移
住
に
も
拍
車
が

か
か
り
周
辺
地
域
の
発
展
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

【
企
業
誘
致
へ
の
期
待
】 

　
企
業
立
地
条
件
と
し
て
通
信
イ
ン
フ
ラ 

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
町
内
で
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
、

企
業
誘
致
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
個

人
事
業
主
で
も
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

よ
り
工
業
団
地
や
市
街
地
で
は
な
く
、
周

辺
地
域
へ
の
進
出
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 

★
乗
り
換
え
や
声
か
け
の
協
力
を
!! 

　
居
住
世
帯
の
少
な
い
周
辺
地
域
（
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外
）
の
方
々
の
仮

申
し
込
み
だ
け
で
は
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
中
心

市
街
地
に
お
住
ま
い
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
へ
の
乗
り
換
え

と
、
新
規
申
し
込
み
が
絶
対
条
件
な
の
で

す
。 

　
ま
た
、
近
所
の
方
や
親
し
い
友
人
な
ど

に
、
仮
申
し
込
み
の
協
力
の
声
か
け
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

　
東
川
町
の
未
来
に
光
を
当
て
る
た
め
に

も
、
私
達
の
手
で
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス

の
誘
致
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

※シミュレーション結果は、基本単位、基本単価での金額（税込み）であり、実際のご利用金額と異なる場合があります 

※ケータイ単価は、DoCoMoへの通話料を適用（au90円/3分間、SOFTBANK120円/3分間） 

※平日昼間（8:00～19:00）の場合で、割引料金プランは加味しておりません 

●加入電話ＩＳＤＮ（２回線利用）⇒　⇒　⇒　⇒　⇒　●ひかり電話 

通話 
時間 

現在の料金（単価） 
ひかり電話（単価） 
（ダブルチャンネル） 

月々のおトク額 

（個人）2,919円
（法人）3,706円 

945円 
（525円＋420円） 

通話先 

基本料金 

通話料計 2,354円 1,260円 

内
　
訳 

市内通話 44.625円（8.925円/3分） 42円（8.4円/3分） 

道内市外 420円（21円/3分） 168円（8.4円/3分） 

道外通話 420円（84円/3分） 

ケータイ 

― 

― 

15分 

30分 

15分 

30分 1,008円（16.8円/1分） 

月支払い合計 
（個人）5,273円
（法人）6,060円 

1,197円 

（個人）1,974円
（法人）2,761円 

1,094円 

2円 

252円 

378円 

462円 

（個人）3,068円
（法人）3,855円 

1,470円（73.5円/3分） 

42円（8.4円/3分） 

●加入電話　⇒　⇒　⇒　⇒　⇒　●ひかり電話 

通話 
時間 

現在の料金（単価） ひかり電話（単価） 月々のおトク額 

（個人）1,680円
（法人）2,520円 

525円 

通話先 

基本料金 

通話料計 1,409円 672円 

内
　
訳 

市内通話 44.625円（8.925円/3分） 42円（8.4円/3分） 

道内市外 210円（21円/3分） 84円（8.4円/3分） 

道外通話 420円（84円/3分） 

ケータイ 

― 

― 

15分 

30分 

15分 

30分 504円（16.8円/1分） 

月支払い合計 
（個人）3,089円
（法人）3,929円 

1,197円 

（個人）1,155円
（法人）1,995円 

737円 

2円 

126円 

378円 

231円 

（個人）1,892円
（法人）2,732円 

735円（73.5円/3分） 

42円（8.4円/3分） 

　9月より実施しておりますBフレッツ 誘致活動も11月30日をも

　11月20日現在、仮申し込み件数は６１０件（達成率76．２％）

実施したローラー作戦（個別訪問説明）によって、Ｂフレッツ誘致

　ぎりぎりまで誘致活動を実施しておりますので、詳細は広報、折

って一次募集を締め切りました。 

となり、誘致実現には厳しい状況が続いておりましたが、11月より

実現が見えてきました!!（９月、10月、11月広報もご覧ください） 

り込みのチラシをご覧ください。 

★月々の電話代がおトク!!【料金シミュレーション】 
Ｂフレッツサービス（5,460円）を利用すると、おトクなひかり電話も利用することが出来ます。 
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の
時
完
成
し
て
い
た
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
◇ 

　
「
今
は
旭
川
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
家
具
を
出
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
あ
と
水
回
り
の
家
具
、
そ
し
て

最
後
に
自
分
の
作
品
を
何
点
か
残
せ
た
ら

良
い
」
。 

　
〝
こ
れ
ぞ
水
谷
デ
ザ
イ
ン
〞
と
う
な
ら

せ
る
作
品
作
り
に
密
か
に
腕
ぶ
し
て
い
ま

す
。 

　
平
均
年
齢
41
歳
。
13
人
の
社
員
の
中
に

は
、
大
阪
、
神
戸
、
京
都
か
ら
来
た
職
人

も
。
７
年
前
の
技
能
五
輪
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
で
世
界
大
会
に
出
場
し
た
腕
前
の
社

員
は
、
神
奈
川
県
出
身
。
み
な
水
谷
さ
ん

を
慕
っ
て
集
ま
り
ま
し
た
。
後
を
継
ぐ
世

代
も
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
若
い
連
中
は
、
も
っ
と
山
の
中
に
入

っ
て
自
然
の
中
で
仕
事
を
し
た
い
と
言
っ

て
い
ま
す
よ
。
小
・
中
学
生
が
夏
休
み
、

冬
休
み
に
ち
ょ
っ
と
工
場
に
来
て
、
も
の

作
り
の
体
験
を
出
来
る
よ
う
な
場
所
も
持

て
た
ら
、
と
思
う
し
…
。
そ
う
い
う
体
験

は
ず
っ
と
記
憶
に
残
り
ま
す
か
ら
、
物
を

作
り
た
け
れ
ば
ま
た
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
し
…
」
。
若
い
世
代
へ
と
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
魂
を
つ
な
げ
る
新
た
な
夢
を
広
げ
て
い

ま
す
。 

　
「
木
に
は
木
裏
、
木
表
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
縦
横
、
裏
表
交
互
に
積
層
す
る
と
、

ひ
ず
み
、
ね
じ
れ
を
か
わ
す
こ
と
が
出
来

る
。
そ
れ
を
あ
え
て
や
っ
た
ん
で
す
」
。 

　
産
地
が
ま
っ
た
く
違
う
２
種
類
の
材
料
。

通
常
、
木
工
・
家
具
職
人
は
性
質
の
ま
っ

た
く
違
う
素
材
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
嫌
う

の
だ
そ
う
で
す
。 

　
「
木
と
い
う
の
は
、
単
板
の
場
合
ね
じ

れ
た
り
反
っ
た
り
す
る
。
木
の
成
長
が
違

う
の
で
収
縮
率
が
違
う
。
だ
か
ら
接
着
剤

で
付
け
て
も
は
が
れ
て
く
る
ん
で
す
」
。 

　
ペ
ー
タ
ー
・
マ
リ
ー
氏
デ
ザ
イ
ン
の
作

品
化
。
ド
イ
ツ
人
職
人
が
嫌
が
っ
て
決
し

て
作
品
化
し
な
か
っ
た
器
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
６
年
前
最
初
に
作
っ

た
タ
モ
材
を
使
っ
た
集
成
材
盆
皿
の
商
品

見
本
で
し
た
。 

　
ま
る
で
一
枚
板
の
よ
う
に
木
目
が
美
し

い
３
・
６
㍍
の
板
材
が
無
造
作
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
６
年
前
に
開
発
し
た

接
合
部
の
な
い
積
層
集
成
材
。 

　
横
浜
市
内
の
大
手
デ
パ
ー
ト
10
階
レ
ス

ト
ラ
ン
街
に
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
る
ベ

ン
チ
６
台
は
、
こ
の
技
術
を
生
か
し
た
作

品
で
す
。
そ
ば
の
緑
の
植
え
込
み
に
は
水

を
与
え
る
の
で
、
表
面
は
耐
水
塗
料
で
耐

水
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
技
術
は
既
に
こ 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
材
の
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ

ト
と
道
産
タ
モ
材
の
融
合
と
配
色
が

美
し
い
木
製
ボ
ウ
ル
器
。
一
見
何
の

変
哲
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
器
に
隠

さ
れ
て
い
た
秘
密
は
、
国
内
指
折
り

と
も
い
え
る
集
成
材
の
高
い
接
着
成

形
加
工
技
術
で
す
。
職
人
魂
を
注
ぎ

込
ん
で
開
発
し
た
技
術
は
、
木
の
流

し
台
シ
ン
ク
、
木
の
浴
槽
を
も
商
品

化
実
現
し
ま
し
た
。
追
い
求
め
て
き

た
高
い
技
術
と
独
創
性
へ
の
こ
だ
わ

り
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
美
し
い
作

品
を
生
み
出
す
の
で
し
ょ
う
か
？
　

こ
の
感
性
は
、
や
が
て
〝
ま
ち
デ
ザ

イ
ン
〞
に
も
新
た
な
息
吹
を
運
ん
で

く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

【プロフィール】 
旭川市出身。64歳。旭川市立光陽中卒。旭川職業訓練校で木工を学び、当時旭川市内にあった田中成形合板㈱で23年間家具職人。倒産後、当時先
輩だった故那須孝市氏の旧那須家具工芸（有）に転社。那須氏の不慮の事故で2代目を継ぎました。インテリアナスは、特注家具製造を中心に売
上高約１億4000万円（2007年度）。中小企業庁の「ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業」として旭川家具ブランド確立推進事業（４年目）、今年10月
、経済産業省「地域資源活用プログラム」事業の認定を受けています（５カ年、道内16社）。旭川家具ブランドづくりのためにアドバイザー、ドイ
ツ人デザイナー、ペーター・マリー氏デザインの作品化を進め、昨年6月に集成材の木製ボウルを完成しました。来年のドイツ・ケルン国際家具
見本市（ケルン･メッセ、１月14日から20日）に出展予定。続く2月には国内展示会で木製浴槽の第2号作品を発表予定です。 

 
今年6月に完成した木製流し台シンク 

来年2月にペーター･マリーデザインの第2号 
作品を発表予定の木製浴槽現行製品 

事務所棟 関西大学から特注の礼拝堂 
用長椅子を急ピッチで製造 
中の工場 

水谷さんの３歳の孫がアイデアを出した商品「くつべ～ら」 

一枚板のような木目が美しいベンチ 
（横浜そごう10階のレストラン街） 

みずたに　まつじ 

水谷　松治さん　㈱インテリアナス代表取締役／11区　a82－2585

ペーター・マリー氏デザインの木製ボウル器 

㈱
イ
ン
テ
リ
ア
ナ
ス
代
表
取
締
役

㈱
イ
ン
テ
リ
ア
ナ
ス
代
表
取
締
役
　
水
谷
　
松
治

水
谷
　
松
治
（
み
ず
た
に
　
ま
つ
じ
）

（
み
ず
た
に
　
ま
つ
じ
）
さ
ん
さ
ん 

㈱
イ
ン
テ
リ
ア
ナ
ス
代
表
取
締
役
　
水
谷
　
松
治
（
み
ず
た
に
　
ま
つ
じ
）
さ
ん 
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こ
れ
か
ら
厳
し
い
冬
の
季
節
が
や
っ
て

来
る
。
開
拓
の
時
代
か
ら
雪
や
氷
は
厄
介

も
の
だ
っ
た
。
開
拓
は
冬
の
寒
さ
、
氷
雪

と
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
が
、
氷
や
雪
は
私

た
ち
の
生
活
な
ど
に
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
。
飲
料
、
温
泉
、
農
業
、

森
林
資
源
の
涵
養（
か
ん
よ
う
）な
ど
「
お

い
し
い
水
、
う
ま
い
空
気
」
の
源
で
あ
り
、

豊
か
な
大
地
を
潤
し
、
健
康
増
進
と
環
境

保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

　
雪
の
科
学
者
、
文
学
者
で
も
あ
っ
た
故

中
谷
宇
吉
郎
氏
は
、
旭
岳
や
十
勝
岳
を
毎

年
訪
れ
、
雪
の
結
晶
を
観
察
し
た
。
結
晶

に
は
同
じ
も
の
は
二
つ
と
な
く
、
神
秘
的

で
素
晴
ら
し
い
と
感
動
し
「
雪
は
天
か
ら

送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と
余
り
に
も
有

名
な
表
現
を
し
た
。 

　
冬
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た

の
が
、
氷
や
雪
の
ま
つ
り
だ
。
氷
と
い
え

ば
、
松
田
与
一
氏
や
故
人
と
な
ら
れ
た
加

賀
城
章
、
篠
原
康
の
両
氏
ら
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
屋
外
氷
彫
刻
は
、
今
や
世
界
的
な

芸
術
分
野
と
し
て
定
着
し
、
中
国
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
な
ど

の
国
々
で
毎
年
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
る
。
東
川
町
で
最
初
に
制

作
さ
れ
た
も
の
が
札
幌
や
旭
川
へ
と
広
が 

      

り
、
旭
川
の
氷
彫
刻
世
界
大
会
に
よ
っ
て

世
界
へ
広
が
っ
た
も
の
だ
、
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
や
地
域
で
の
彫
刻
制

作
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
松
田
与
一
氏

は
文
部
科
学
大
臣
の
「
地
域
功
労
者
表
彰
」

を
受
け
た
。
東
川
氷
土
会
は
氷
彫
刻
文
化

を
世
界
へ
発
信
し
た
立
役
者
だ
。
ま
た
３

メ
ー
ト
ル
角
に
積
ま
れ
た
雪
ブ
ロ
ッ
ク
を

彫
刻
す
る
雪
像
制
作
も
世
界
的
に
普
及
し

て
い
る
。
氷
、
雪
で
制
作
す
る
造
形
芸
術

は
一
過
性
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
や
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
と
し
て
人
気
が
高
い
。 

　
氷
雪
像
は
、
雪
国
に
生
活
し
て
い
る
か

ら
制
作
で
き
る
特
典
で
も
あ
る
。
ク
リ
ス

マ
ス
や
お
正
月
の
夜
に
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン

タ
ン
や
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
を
電
気
や
ろ
う

そ
く
の
火
で
、
ま
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
飾
っ
た
り
し
て
楽
し
む
。
何
と
な
く
冬

の
温
か
み
を
感
じ
、
雪
国
な
ら
で
は
の
風

物
だ
。
１
月
に
は
日
本
一
早
い
「
ひ
が
し

か
わ
氷
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
る
。
氷
雪
像

制
作
な
ど
に
家
族
や
地
域
の
人
々
と
参
加

し
、
世
界
で
た
だ
一
つ
の
作
品
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
氷
雪
像
は
写
真
が

良
く
似
合
う
文
化
で
も
あ
る
。 

短
歌 

長
月
の
陽
の
差
す
庭
に
広
げ
乾
す
僅
か
な
あ
ず
き
が
か
さ
か
さ
と
鳴
る 

老
い
て
き
て
息
と
の
同
居
慣
れ
に
け
り
庭
の
花
々
向
き
む
き
に
咲
く 

老
い
人
の
親
睦
旅
行
は
風
雨
日
よ
け
ぶ
る
宗
谷
は
水
墨
画
な
り 

栗
の
い
が
落
つ
れ
ば
栗
を
拾
は
ね
ば
　
運
動
不
足
の
足
腰
痛
し 

お
じ
ぎ
草
そ
っ
と
ふ
れ
れ
ば
葉
を
と
ぢ
る
生
き
て
る
事
を
知
ら
さ
れ
て
い
る 

新
雪
に
霊
気
あ
ふ
る
る
望
岳
台
尾
根
は
ゆ
っ
た
り
紅
葉
の
さ
か
り 

細
枝
に
色
艶
有
り
て
バ
ラ
一
輪
晩
秋
の
空
に
懸
命
に
咲
く 

な
つ
か
し
き
退
職
者
達
の
懇
親
会
過
去
を
語
り
て
時
を
忘
れ
る 

錦
絵
も
時
折
と
だ
え
し
車
窓
よ
り
水
満
々
の
ダ
ム
を
見
返
す 

全
山
が
見
事
な
紅
葉
の
山
な
が
め
雷
電
ま
で
の
親
睦
旅
行 

ど
こ
で
見
た
情
景
た
ろ
う
思
い
出
せ
ぬ
　
夕
空
過
ぎ
る
一
羽
の
鴉 

風
も
な
く
秋
の
名
残
の
上
天
気
雪
虫
舞
う
を
あ
き
ず
に
な
が
む 

颯
爽
と
風
に
乗
り
し
は
夢
な
ら
む
え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
自
転
車
を
漕
ぐ 

過
ぎ
し
世
の
嬉
し
か
る
べ
き
縁
な
る
手
を
ば
合
わ
せ
て
思
い
う
か
べ
る 

 

俳
句 

度
忘
れ
の
不
安
は
言
わ
ず
紅
葉
焚
く 

紅
葉
群
無
数
の
い
の
ち
ざ
わ
め
け
る 

満
点
星
や
唐
紅
に
身
を
こ
が
し 

悲
し
く
て
ピ
エ
ロ
笑
ふ
や
芒
原 

雑
炊
の
湯
げ
の
か
げ
り
で
酒
を
酌
む 

散
り
敷
け
る
紅
葉
す
く
っ
て
抱
き
し
め
ん 

落
葉
散
る
程
よ
き
空
の
広
さ
か
な 

山
門
は
雨
に
う
た
れ
て
神
の
留
守 

紅
葉
散
る
絢
爛
の
舞
台
舞
い
納
む 

ひ
と
粒
の
落
穂
い
ち
羽
の
鳥
と
な
り 

我
が
家
に
も
紅
葉
の
声
の
満
ち
て
い
し 

 

松
倉
　
和
子 

那
須
　
喜
美 

瓜
生
　
昭
枝 

岡
澤
　
チ
ズ
子 

永
江
　
栄
子 

矢
沢
　
ま
す
え 

嶋
崎
　
ミ
エ 

清
水
　
チ
ヨ 

中
田
　
治
子 

笹
田
　
冨
士
子 

宮
坂
　
敬
子 

岩
田
　
ふ
じ
え 

井
山
　
一
文 

尾
池
　
真
沙
子 

  

宮
坂
　
紫
雲 

秋
山
　
深
雪 

杉
山
ひ
ろ
の
り 

徳
光
　
吐
苦 

杉
山
　
り
つ 

山
口
　
佐
知
子 

石
澤
　
清
宏 

澤
田
　
久
美
子 

松
山
　
蓉
子 

小
林
　
露
葉 

青
野
　
公
花 

飲
水
思
源
 

い
ん
す
い
し
げ
ん
 

町
長
 

松
岡

市
郎
 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 

ゲド戦記（アニメ・DVD） 
ブエナ ビスタ ホーム エンター
テイメント 
均衡が崩れつつある世界で災いの源
を探るゲドは、国を捨てた王子アレ
ンに出会い旅を共にする。アレンは
街で、顔に火傷の跡が残る少女テル
ーを人狩りの手から救いだすが、テ

ルーはアレンを拒絶する。さらに心に闇を持つアレンは得体の
知れない影に追われていた。（115分） 

きかんぼねずみのクリスマス
（絵本） 
文：いまむらあしこ／絵：こい
ずみるみこ／刊：女子パウロ会 
きかんぼねずみはサンタさんから
のプレゼントが楽しみです。でも
お母さんから、サンタさんはいい

子にしか来ないといわれて心配になりました。「ぼく･･･、い
い子かな?」そして、きかんぼねずみは誰からもプレゼントを
もらえないサンタさんの夢を見て･･･。 

三面記事小説 
（一般書） 
著：角田光代／刊：文藝春秋 
バリケードのような家に住む、姉夫
婦の秘密･･･。妻の殺害をネットで依
頼した愛人の心の軌跡･･･。誰もが滑
り落ちるかもしれない、記事の向こ
うの世界。新聞の三面記事を着想の

発端に、現実がうみおとした六つの日常のまぼろしを描いた短
篇小説集。 

雪
と
氷
の
季
節
到
来「
冬
を
楽
し
も
う
! !
」 

ど 

う 

だ 

ん 

14Higashikawa  2007 December



    

と
が
多
い
の
で
す
。 

　
筋
肉
は
カ
ロ
リ
ー
の
重
要
な
消
費
源
で

す
。
筋
肉
量
を
保
っ
て
体
の
余
分
な
脂
肪

だ
け
を
減
ら
す
。
そ
れ
が
食
事
・
運
動
療

法
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

　
ま
た
間
違
っ
た
食
生
活
の
知
識
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
「
今
日
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
、
明
日
少

な
く
す
れ
ば
大
丈
夫
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
体
量
に
気
を
遣
う
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

波
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
「
砂
糖
は
血
糖
も
上
が
る
し
肥
満
に
な

る
か
ら
、
人
口
甘
味
料
を
使
お
う
」
―
。

　
こ
れ
も
間
違
い
。
カ
ロ
リ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
甘
い
食
べ
物
は
全
体
の
食
事
摂

取
量
を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
「
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
は
カ
ロ
リ
ー
は
あ

る
け
れ
ど
、
焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
大

丈
夫
」
―
。 

　
ど
ん
な
ア
ル
コ
ー
ル
で
も
立
派
に
カ
ロ

リ
ー
は
あ
り
ま
す
。
飲
み
過
ぎ
注
意
で
す
。 

　
「
蜂
蜜
の
糖
な
ら
血
糖
も
上
が
ら
な
い

し
体
に
良
い
」
「
果
物
は
体
に
も
良
い
し
、

食
べ
て
も
太
ら
な
い
」
。
こ
れ
も
間
違
い
。

　
立
派
に
血
糖
は
上
が
り
ま
す
し
太
り
ま

す
。
特
に
女
性
の
方
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
冬
場
は
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り

ま
す
。
実
り
の
秋
で
食
べ
物
が
お
い
し
く
、

年
末
年
始
に
か
け
て
食
事
量
が
増
え
、
体

重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
あ
、
皆
さ

ん
も
心
機
一
転
。
目
標
を
持
ち
、
来
年
の

春
に
向
け
て
減
量
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長
　
中
田
宏
志
医
師
） 

        

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
と
対
策

の
２
回
目
で
す
。
前
回
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
の
予
防
は
、
肥
満
の
改
善
が
主
体
で
、

適
度
な
運
動
と
食
事
内
容
の
見
直
し
が
必

要
と
お
話
し
ま
し
た
。
で
は
、
今
回
は
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
日
本
人
は
食
事
摂
取
量
が
増
え
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肥
満
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
そ
の
原
因
は
運
動
不
足
と
食
事

の
欧
米
化
、
脂
肪
摂
取
量
の
増
加
に
あ
る

こ
と
は
お
話
し
ま
し
た
。
肥
満
改
善
の
た

め
の
食
事
の
基
本
は
、
食
材
と
量
を
考
え

る
こ
と
で
す
。 

　
た
と
え
ば
、
お
に
ぎ
り
と
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
。
お
米
と
具
で
出
来
た
お
に
ぎ
り
一
個

の
カ
ロ
リ
ー
は
約
１
６
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。

パ
ン
と
お
肉
（
脂
肪
）
で
出
来
た
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
は
約
３
倍
の
４
５
０
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
食
事
の
量
を
考

え
る
と
、
毎
日
の
食
事
を
腹
八
分
目
に
抑

え
る
こ
と
で
す
。 

　
も
う
ひ
と
つ
の
注
意
点
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
間
食
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
ゆ
っ

く
り
で
結
構
で
す
か
ら
目
標
に
向
か
っ
て

体
重
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

　
１
カ
月
に
５
０
０
グ
ラ
ム
で
結
構
で
す
。

減
量
と
い
う
と
、
絶
食
し
た
り
極
端
に
食

事
を
減
ら
す
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
過
度
な
絶
食
、
早

過
ぎ
る
減
量
は
、
体
の
筋
肉
を
減
ら
す
こ 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 

だいせつざんのすがお 

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。 

はないか、そう思ったのを覚えています。 
　あれから十数回の冬を越して、私もこの地の季
節の移り変わりを自然に受け入れるようになりま
した。長かった冬も以前のように長くはなくなっ
てきました。その間に地球の温暖化が進み、雪の
降る量はいくらか減り、根雪の時期も遅くはなっ
て来ましたが、おそらくそのせいではないでしょ
う。 
　長い冬の中にある季節の変化に敏感になったせ
いではないでしょうか。一面雪に覆われている間
は「冬」と言う感覚から、いくつかの異なった季
節として感じるようになってきました。 
　初雪から根雪までの準備期間、雪が徐々に笹や
低木、岩などを覆い隠し、林の底の地面を滑らか
な起伏に塗り上げていく時期、本当に低温と連日
の降雪に閉じ込められるような厳冬期、時々の晴
れ間と時々のどか雪を繰り返す時期、そして気温
が上がり、積雪も目に見えて減っていく時期。今、
私は勇駒別の雪のある時期をこのくらいの異なっ
た季節として感じています。 
　この地で生活している人の中には、もっと敏感
にもっと細かく季節を感じている人もたくさんい
ると思います。こうして季節の変化を感じ、流れ
を楽しんでいくことがその地に心も体も根を下ろ
していくということなのかもしれません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「勇駒別の冬」 
 
　日本人は、昔から一年を春夏秋冬の四季として
感じ、生活に取り入れて、日本人独特の繊細な文
化を育んできました。そこでは暑い夏、寒い冬に
多少強い印象があったとしても、春夏秋冬は、そ
れぞれ同等のものとされてきたのではないでしょ
うか。しかし、私が十数年前に勇駒別（旭岳温泉）
に住むようになった時に、まず感じたのは冬の長
さでした。 
　温泉街では10月には初雪が降り、11月の半ば
には根雪に閉ざされます。そしてその雪は、なん
と5月の半ばまで周囲の森を覆ったままなのです。 
なんと長い冬でしょうか。ある程度想像はしてき
たものの、初めての年に感じた冬の長さはとても
忘れることが出来ません。半年以上が「冬」なの
ですから。これではとても四季とは呼べないので
　 

こ
わ
〜
い
〝
メ
タ
ボ
〞 
の
正
体
と
防
ぎ
方
⑦ 

文：大雪白樺荘支配人　神林　知宏 

大雪山の素顔 
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ 

            

　
こ
の
夏
、
羽
衣
公
園
で
子
連

れ
の
お
母
さ
ん
に
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
10
年
ほ
ど

も
前
の
私
の
英
語
の
生
徒
さ
ん
。

当
時
独
身
だ
っ
た
彼
女
は
、
今

や
か
わ
い
い
お
ち
び
ち
ゃ
ん
た

ち
の
母
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
懐
か
し
く
う
れ
し
か
っ

た
。 

　
そ
の
時
、
ふ
と
結
婚
を
機
に

札
幌
に
行
っ
た
別
の
生
徒
さ
ん

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

彼
女
か
ら
は
10
年
く
ら
い
後
に

電
話
を
も
ら
い
ま
し
た
。
「
子

供
が
小
学
生
に
な
り
英
語
を
習

わ
せ
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
」
と
。 

　
当
時
、
私
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
英
語
の
早
期
教
育
に
は
否

定
的
。
商
業
ベ
ー
ス
の
英
会
話

教
室
と
い
う
も
の
に
も
不
信
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
そ

ん
な
に
焦
ら
な
く
て
も
…
」
と

答
え
ま
し
た
。 

　
し
か
し
時
が
経
ち
、
自
分
の

子
供
が
小
学
生
に
な
っ
た
今
、 

自
分
の
経
験
か
ら
少
し
考
え
が

変
わ
り
ま
し
た
。
今
は
小
さ
い

と
き
こ
そ
身
に
つ
く
も
の
が
あ

る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
英
語
の
「
プ
ロ
ソ
デ
ィ
」（
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ズ
ム
、

テ
ン
ポ
）
と
い
う
も
の
。
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
自
然
に
入
る
よ

う
で
す
。 

　
同
じ
と
き
に
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

を
聞
き
出
し
た
う
ち
の
８
歳
と

11
歳
。
ど
ち
ら
の
発
音
が
自
然

か
、
と
い
う
と
、
当
時
２
歳
だ

っ
た
下
の
子
の
ほ
う
で
す
。
ま

さ
に
体
に
染
み
付
い
た
感
が
あ

り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
先
日
会
っ
た
昔
の

生
徒
さ
ん
。
立
ち
止
ま
っ
て
話

す
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

毎
月
広
報
を
読
ん
で
く
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

伝
え
た
い
の
で
す
。
小
さ
い
う

ち
か
ら
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
や
チ
ャ

ン
ツ
を
か
け
っ
放
し
に
し
て
歌

っ
た
り
踊
っ
た
り
す
れ
ば
、
あ

と
で
そ
れ
が
大
き
な
助
け
に
な

る
よ
、
と
。 

　
英
語
の
達
人
を
育
て
よ
う
、

と
ま
で
意
気
込
ま
な
く
て
も
、

子
供
の
た
め
に
ち
ょ
っ
と
貯
金

を
し
て
や
る
よ
う
な
感
じ
で
ど

う
で
し
ょ
う
。
子
供
の
耳
は
素

直
に
音
を
吸
収
し
ま
す
。
実
際

の
貯
金
よ
り
元
手
が
少
な
く
て

済
み
ま
す
し
、
利
子
は
た
っ
ぷ

り
付
き
ま
す
。 

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 

第44回 

プロソディ 

【ちょっと豆知識】 
　今月のお料理レシピは野菜スープですね。スープと言えば、北米では風邪を引いたらチキン・スープ。アシュ

リーさんの家でもお母さんが鶏肉を丸ごと一日がかりでスープにしてくれるそうです。「心のチキン・スープ」

という本もベストセラーです。味噌汁がお袋の味というのと同じようなものですね。ところで、英語ではスープ

は飲む（drink）ではなく（eat）を使います。スプーンで食べるもの、だからすする音が嫌われるのですね。 

ペチャクチャ 
カナダ人 
ペチャクチャ 
カナダ人 

Holiday Food in Canada : New Year's

  Cultural diversity across Canada makes it difficult to pinpoint what 
menu constitutes as "New Year's Food". There are no set rules for a New 
Year's menu; therefore, given my mother's love of cooking and 
tendency to experiment with new recipes, every New Year's meal is a 
surprise! However, one thing is certain - we always eat a special meal 
on New Year's Eve, which is generally the case with most Canadians. 
  Most years, my parents and I enjoy an array of appetizers for our 
meal. Our menu might include foods such as: shrimp cocktails, 
phyllo pastries, assorted small salads, various dips with bread, 
amongst other small appetizers. Some years, we have a fondue - 
either cheese or oil. Other times, we revert to our Italian 
heritage and enjoy an array of Italian meats, cheeses, olives and 
bread. Better yet - every once and a while, we do something 
completely different, such as eat sushi! Yes, it's true ! 
  Regardless of the menu, the point is to enjoy a meal that is 
different from our ordinary fare and to celebrate the New 
Year on full stomachs ! 

カナダの祝日の食事―お正月 
 
　多様な文化を持つカナダでは、これぞお正月料理と

特定するのは容易ではありません。わが家の場合、母は

料理と新しい物好きで、毎年お正月料理には驚かされま

す。ともあれ大半のカナダ人同様、大晦日には特別なご馳

走を食べます。 

　例年、わが家ではオードブルのようなものをあれこれ楽し

みます。例えばシュリンプ・カクテル（小エビのサラダ）、

フィロ・ペイストリ（具入りのパイのようなもの）、ミニサラ

ダの盛り合わせ、いろいろなディップソースを添えたパンなど。

チーズやオイルフォンデュの年もあります。 

　イタリア人に立ち返ってサラミなどの冷肉やチーズの盛り合わ

せ、オリーブ、パンなどを楽しんだり。もっといいのは、全然違う

メニューのとき。例えばスシ！ほんとワクワクします!! 

　メニューがなんであれ、普段と違うご馳走をお腹いっぱい食べて新

年を祝うというところがミソです。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　（訳：宮地晶子） 
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す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
総
予
算
の
ど
れ

だ
け
に
当
た
る
の
か
九
億
円
を
投
じ
る

「
金
に
は
か
え
ら
れ
な
い
人
命
の
安
全

確
保
」
は
当
然
の
こ
と
で
、
装
置
の
老

朽
化
に
よ
る
列
車
接
近
の
感
知
を
迅
速

か
つ
適
確
に
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
こ
と
で
あ
る
。 

　
老
朽
化
と
い
え
ば
、
公
園
・
学
校
・

遊
園
地
・
広
場
な
ど
の
遊
具
や
施
設
の

点
検
な
ど
の
事
例
が
喚
起
さ
れ
る
昨
今

で
あ
る
し
、
危
険
区
域
へ
の
ゲ
ー
ト
や

防
護
施
設
な
ど
の
一
斉
巡
視
・
確
認
活

動
も
さ
け
ば
れ
て
い
る
。 

　
人
身
事
故
が
発
生
し
て
や
っ
と
の 

「
重
い
腰
あ
げ
」
で
は
と
つ
く
づ
く
思

う
こ
と
が
余
り
に
も
多
い
諸
種
の
リ
ス

ク
管
理
は
、
正
に
い
つ
も
・
い
つ
で
も

・
い
つ
ま
で
も
絶
対
不
可
欠
な
こ
と
で

あ
る
。
未
然
防
止
に
も
…
。 

　
衣
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
食
の
グ
ル
メ
、

住
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
い
ず
れ
に
も
視

点
を
集
中
さ
せ
る
「
き
め
細
か
い
気
配

り
」
と
は
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
・
安

定
の
基
盤
で
あ
る
限
り
、
加
齢
・
経
年

・
老
朽
化
に
向
け
て
の
町
の
風
の
吹
き

回
し
や
如
何
…
で
あ
ろ
う
か
。 

  

　
　
　
　
　
前
中
央
分
館
長 

　

　

 

尾

池

　

男

 

      

　
ち
ょ
っ
と
話
が
諄
い
よ
う
で
御
叱
り

を
と
思
い
つ
つ
も
、
高
齢
化
の
現
実
に

あ
っ
て
は
「
独
り
合
点
」
の
早
と
ち
り

に
気
を
付
け
た
い
の
で
、
大
方
の
ご
批

正
を
ど
う
ぞ
。 

　
加
齢
現
象
…
あ
る
雑
誌
連
載
の
「
長

寿
社
会
を
生
き
抜
く
病
気
と
の
つ
き
合

い
方
」
で
加
齢
黄
班
変
性
と
い
う
眼
の

病
気
を
知
っ
て
、
又
し
て
も
加
齢
が
目

に
焼
き
つ
い
た
の
で
あ
る
。 

　
網
膜
の
中
心
部
に
あ
る
黄
班
が
傷
害

さ
れ
る
と
、
視
野
の
最
も
見
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
が
見
え
に
く
く
な
り
、
物
が

ゆ
が
ん
だ
り
、
小
さ
く
見
え
た
り
、
暗

く
見
え
た
り
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
出

血
す
る
と
急
に
視
力
が
低
下
し
た
り
、

時
に
は
片
眼
だ
け
に
病
気
が
生
じ
た
場

合
、
両
目
で
見
て
い
る
と
気
づ
か
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
高
齢
者
に
多
く
て
主

に
六
十
歳
以
上
に
多
見
さ
れ
る
と
い
う

の
で
、
な
ん
と
も
「
情
け
無
い
」
と
い

っ
て
、
ど
う
に
も
「
仕
方
無
い
」
と
い

っ
て
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か

ら
始
末
に
負
え
な
い
。 

 

加
齢
・
経
年
・
老
朽
化
（
パ
ー
ト
２
） 
町の風 

雑
記
抄 

な
い
」
等
の
「
諍
い
果
て
て
の
乳
切
り

木
（
け
ん
か
が
終
わ
っ
て
か
ら
棒
を
振

り
回
わ
し
て
も
無
駄
だ
か
ら
、
時
機
を

逃
し
て
役
立
た
ず
）
」
に
な
る
よ
う
な

経
年
変
化
で
は
駄
目
な
の
で
あ
る
。
正

に
用
心
・
要
心
・
陽
心
で
あ
る
。 

　
ふ
と
、
「
経
年
貯
留
ダ
ム
」
と
い
う

語
に
接
し
て
、
比
較
的
に
流
域
の
面
積

が
小
さ
い
場
所
に
作
ら
れ
た
水
資
源
を

確
保
す
る
備
蓄
用
の
ダ
ム
と
わ
か
っ
た

が
、
下
流
の
水
量
調
節
な
ど

に
も
役
立
つ
ダ
ム
で
、

い
わ
ゆ
る
「
多
目
的

ダ
ム
」
と
し
て
の

忠
別
ダ
ム
が
完
成

し
た
の
も
経
年
変

化
の
「
あ
る
種
の

財
産
」
と
も
い
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

　
老
朽
化
…
改
良
費

九
億
円
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
踏
切
遮
断
機
ト
ラ
ブ
ル
頻

発
、
半
数
〝
要
手
術
〞
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
新
聞
記
事
で
は
、
全
踏
切

の
約
半
分
に
当
た
る
九
百
六
十
二
カ
所

の
シ
ス
テ
ム
を
約
九
億
円
か
け
て
改
良

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

　
物
的
事
故
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
人
的
事
故
を
防
ぐ
踏

切
遮
断
機
の
改
良
は
一
刻
も
早
く
実
施 

      

　
飛
蚊
症
と
共
に
「
黄
班
変
性
お
前
も

か
」
と
地
団
太
踏
ん
で
も
は
じ
ま
ら
な

い
の
が
加
齢
現
象
だ
か
ら
正
に
「
療
法

が
肝
要
」
で
。 

　
経
年
変
化
…
経
年
変
化
は

確
か
に
緩
や
か
で
穏
や

か
で
和
ら
か
な
経
過

を
た
ど
る
が
、「
世

知
辛
い
こ
の
世
」

な
ど
と
い
わ
れ

勝
ち
な
昨
今
に

あ
っ
て
は
「
惰
性

・
マ
ン
ネ
リ
好
き

嫌
い
」
な
ど
が
高
じ

る
と
得
て
し
て
、
「
一

言
の
多
少
・
見
る
聞
く
思

う
の
相
違
・
忘
れ
ど
忘
れ
健
忘
症
」

な
ど
の
危
険
因
子
が
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム

と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
化
さ
せ
る
言
動

が
多
発
し
て
、
老
後
の
経
年
変
化
を
逆

現
象
へ
と
急
転
さ
せ
る
の
だ
か
ら
正
に

要
注
意
で
あ
る
。 

　
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
な
「
言
っ
た
言

わ
な
い
、
聞
い
た
聞
か
な
い
、
し
た
し 

ナキウサギ 

      

　
　
　
　
　
　
　
く
ど
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大雪地区広域連合からのお知らせ 
     

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
行
の

老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
は
、
75
歳
以
上
の
方

で
す
（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
方
も
対
象
で
す
）
。 

　
運
営
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医 

     

療
広
域
連
合
が
行
い
、
保
険
料
の

徴
収
や
各
種
申
請
、
届
け
出
な
ど

窓
口
業
務
な
ど
は
大
雪
地
区
広
域

連
合
（
東
川
町
）
が
行
い
ま
す
。 

 

保
険
料
の
仕
組
み
は
？ 

 
　
医
療
給
付
等
に
必
要
な
財
源
は
、

患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
を
除
く
と
、
被
保

険
者
の
保
険
料
（
１
割
）
と
、
国

や
道
、
市
町
村
か
ら
の
公
費
（
約

５
割
）
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援

金
（
約
４
割
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
ご
と
に

算
定
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る
「
被
保
険
者
均
等

割
（
以
下
「
均
等
割
」
と
い
い
ま

す
）
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
」
に
区
分
さ
れ
ま

す
。 

  

保
険
料
率
は
？ 

 

　
個
人
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額

と
所
得
割
率
か
ら
な
る
「
保
険
料

率
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
（
表
１
）
。

基
本
的
に
は
、
道
内
均
一
で
す
が

一
人
当
た
り
の
平
均
老
人
医
療
給

付
費
が
著
し
く
低
い
市
町
村
の
場

合
は
、
制
度
施
行
時
か
ら
６
年
間
、

暫
定
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

　
東
川
町
に
お
住
ま
い
の
方
の
保

険
料
率
は
、
平
成
20
、
21
年
度
の

年
間
均
等
割
額
が
４
万
３
千
１
４

３
円
、
所
得
割
率
が
９
・
６
３
％

で
す
。 

　
11
月
22
日
の
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
制
定
さ

れ
た
保
険
料
条
例
で
決
ま
り
ま
し

た
。 

 
保
険
料
の
軽
減
と
減
免
は
？ 

 

　
所
得
が
低
い
世
帯
の
被
保
険
者

は
、
世
帯
全
体
の
総
所
得
金
額
等

に
応
じ
て
、
均
等
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
（
表
２
）
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
ま
で
、
被
用
者
保
険
の

加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
は
、 

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な
か

っ
た
の
で
、
２
年
間
所
得
割
が
か

か
ら
ず
、
均
等
割
も
５
割
軽
減
の

激
変
緩
和
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
負
担
を
さ
ら
に
一
時
的
に

軽
減
で
き
な
い
か
、
現
在
国
で
検

討
中
で
す
。
決
定
次
第
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

　
災
害
な
ど
で
重
大
な
損
害
を
受

け
た
時
や
特
別
な
事
情
で
生
活
が

著
し
く
困
窮
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
申

請
し
て
保
険
料
を
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

 

保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
？ 

 

　
保
険
料
は
、
原
則
、
介
護
保
険

料
と
同
様
に
、
年
金
か
ら
自
動
的

に
納
付
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方
や
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
は
、
大
雪
地
区
広

域
連
合
の
条
例
で
定
め
る
納
期
ご

と
に
、
納
付
書
の
方
法
な
ど
で
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

年
間
の
保
険
料
額
は
？ 

 

　
東
川
町
に
お
住
ま
い
の
被
保
険

者
が
１
年
間
に
支
払
う
保
険
料
額

は
、
次
ペ
ー
ジ
（
表
３
）
（
表
５
）

を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。 

　
保
険
料
の
年
間
の
限
度
額
は
、

50
万
円
で
す
。 

　
保
険
料
の
算
定
基
準
は
（
表
４
）

で
す
。 

来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

平
成
20
・
21
年
度
の
保
険
料
額
決
定 

来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

平
成
20
・
21
年
度
の
保
険
料
額
決
定 

■主なポイント 
①被保険者一人ひとりが、負担能力に応じて公平に保険料
　を支払うことになります。 
②被保険者証が一人に１枚交付され、医療機関で診療を受
　けるときは、この被保険者証のみを提示します。 
③医療機関の窓口での自己負担割合は、現行の老人保健制
　度と同じく１割（現役並み所得者は３割）です。 
④医療保険と介護保険のサービスを両方利用して自己負担
　が著しく重くなる方々の負担を軽減します。 

表１　保険料額の求め方 
均等割額43,143円 ＋ 所得割額（総所得金額等－基礎控除額33万円）×所得割率9.63％ 

なお、年間の所得が507万5千円以上の方の保険料は、50万円です。 

表２　均等割の軽減 
 
33万円 

33万円＋（24万5,000円×世帯に属する被保険者数（被保険者である世帯主は除く）） 

33万円＋（35万円×世帯に属する被保険者数） 

※65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得の金額から特別控除として15万円を差し引いた額 
　を総所得金額等として判定します。 
※世帯主が被保険者ではない場合でも、その世帯主の所得は、軽減の判定の際の対象となります。 

表３　平成20・21年度における個人の後期高齢者医療保険料額（個人）の試算（年額） 
　年間の保険料額がどの程度になるかを試算したものです。被保険者それぞれの保険料は、平成20年 
４月以降に送付する保険料決定通知書でお知らせします。 

（例１）１人世帯の場合 

 

 

 

（例２）夫婦２人世帯の場合 

軽減額 軽減率 

7割 

5割 

2割 

 

30,201円 

21,572円 

8,629円 

30万円 

（150万円） 

12,900円 

80万円 

（200万円） 

79,700円 

130万円 

（250万円） 

136,500円 

180万円 

（300万円） 

184,700円 

225万円 

（350万円） 

228,000円 

262.5万円 

（400万円） 

264,100円 

所　　得 
（年金収入のみ） 

保険料額 

 

8.00％ 

9.63％ 

 

40.00％ 

0.00％ 

 

26,000円 

43,143円 

 

39,000円 

0円 

 

大雪地区国民健康保険（19年度） 

北海道後期高齢者医療（20年度） 

夫 

 
妻 

 夫 
妻 

① ③ ② 

 所　　得 
（年金収入のみ） 

 

保険料額 

30万円 
（150万円） 

0円 
（50万円） 
12,900円 
12,900円 

80万円 
（200万円） 

0円 
（50万円） 
79,700円 
34,500円 

130万円 
（250万円） 

0万円 
（50万円） 
136,500円 
43,100円 

※夫婦２人世帯の場合、夫の年金収入の額で
　判定すると、収入が168万円以下は７割軽減、
　192万5千円以下は５割軽減、238万円以下
　は2割軽減です。 
※表２の判定方法により、①は30,201円②は
　8,629円が軽減されています。 

表５　大雪地区国民健康保険と「北海道後期高齢者医療の保険料額（年額）の試算と比較 
　年間の保険料額がどの程度になるかを試算・比較したものです。 

(例１）Aさん一家（２割軽減対象世帯） 

　　夫：77歳　総所得金額：1,150,000円（公的年金所得のみ）　固定資産税：22,500円 

　　妻：76歳　総所得金額：　　　  0円、固定資産税：0円の場合 

 

 

 

 

 

(例２）Bさん一家（７割軽減対象世帯） 

　　夫：78歳　総所得金額：　430,000円（公的年金所得のみ）　固定資産税： 8,000円 

　　妻：76歳　総所得金額：　　　　0円、固定資産税：69,000円の場合 

 

 

 

 

 

※大雪地区国民健康保険の平等割の金額は、夫に含めています。 

表４　大雪地区国民健康保険と北海道後期高齢者医療の保険料算定基準の比較 
　保険料の算定基準を比較したものです。保険料算定の参考にしてください。 

大雪地区国民健康保険 
（平成19年度） 

北海道後期高齢者医療制度 
（平成20年度） 

 

 

夫 

妻 

合計 

 

 

 

 

 

夫 

妻 

合計 

保　険　料 

 

 

126,600円 

20,800円 

147,400円 

大雪地区国民健康保険 
（平成19年度） 

保　険　料 

 

 

126,600円 

20,800円 

147,400円 

 

 

113,400円 

34,500円 

147,900円 

北海道後期高齢者医療制度 
（平成20年度） 

 

 

22,500円 

12,900円 

35,400円 

北海道後期高齢者医療広域連合事務局（国保会館内） 
a011-290-5601 
〒060-0062 札幌市中央区南2条西14丁目 
ホームページアドレス　http://iryokouiki-hokkaido.jp 

大雪地区広域連合事務局国保老健係 
a82-2111（内線562・563） 

東川町役場保健福祉課保険年金係 
a82-2111（内線123） 

総所得金額等が下記の金額以下の世帯 

所得割 資産割 均等割 平等割 

｛ 

｛ 
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平成20年 
3月17日 
まで 

住宅ローン控除がかわります 
所得税から住宅ローン控除額を 
引ききれなかった方 

申告が 必要です！ 
控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます。 
控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます。 
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合がありま
す。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控
除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。 

申告期限 

平成20年 
3月17日 
まで 

税源移譲前 

所得税額 
住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 

－ ＝ 

税源移譲後 

所得税額 

所得税額 
が減少 

住宅ローン 
控除可能額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

所得税 
住宅ローン 
控除額 

住宅ローン 
控除可能額 

控除しきれ 
なかった額 
控除しきれ 
なかった額 

住民税住宅 
ローン控除額 

納付すべき 
住民税額 － ＝ 

措  

置 

減少 a

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額 

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の摘要を受けるためには、 
毎年申告が必要です（※平成18年までに入居の方）。 
平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日現在
お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。 

住民税の住宅ローン控除の摘要を受ける方 

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ な い 方  

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方  

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法 

源 泉 徴 収 票 を 添 付 し て 市 区 町 村 へ 提 出  

所得税の確定申告とともに税務署へ提出  

●申請用紙は役場窓口（１月以降）、町ホームページ、または確定申告時期に税務署の確定申告会場で入手できます。 

Q

住宅ローン控除  Q & A
「住民税の住宅ローン控除額 
　の金額はどう決まるの？」 

A 「住民税の住宅ローン控除額」
は、「住宅ローン控除可能額」と
「税源移譲前の税率を用いて
算出した所得税額」のいずれ
か少ない金額から「所得税の
住宅ローン控除額」を差し引
いた金額となります。 

Q「どういう場合に、 
　住民税の住宅ローン控除の 
　対象となるの？」 

A 給与所得者の方については、
平成19年分の給与所得の源泉
徴収票の摘要欄に「住宅借入
金等特別控除可能額」が記載
され、この金額が源泉徴収票
の「住宅借入金等特別控除の
額」より大きい場合に、住民税
の住宅ローン控除の対象とな
ります。 

Q「平成19年以降に 
　入居した場合は？」 

A 「住民税の住宅ローン控除」の
摘要はありません。 
別途、所得税において、新たに
住宅ローン控除制度の特例が
設けられましたので、所轄の
税務署にお問い合わせくださ
い。 

「従来の方式と「控除率を引き下げて
控除期間を延長する方式（10年から
15年に延長）」の選択制をとる特例が
創設されています。 （ ） 

お問い合わせは　税務住民課税務係　a82ー2111（内線128）まで 
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■東川町役場　　　　 
■改善センター（公民館） 
■文化交流館 
■文化ギャラリー 
■B&G海洋センター 
■町立診療所 
■大雪消防組合東消防署 
■道草館　　　　 

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし 
・ 

ネットワーク 

｝ 

控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます。 

              

町
議
会
第
4
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

議
会
事
務
局 

　
東
川
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12

月
19
日
（
水
）
午
前
９
時
半
か
ら
２
日

間
の
日
程
で
開
会
の
予
定
で
す
。 

　
一
般
質
問
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
等

の
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
議
会
事
務
局

a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）
ま

で
。 

 

税
夜
間
納
付
相
談
を
開
設
し
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

税
務
住
民
課 

　
町
税
、
各
種
使
用
料
な
ど
を
納
期
限

内
に
納
付
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
生

活
費
を
節
約
し
納
付
し
て
く
だ
さ
る
方

や
、
納
付
計
画
に
よ
り
毎
月
決
ま
っ
た 

　  
父 

真司 

和也 

              

額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料
、
下

水
道
使
用
料
、
保
育
料
な
ど
の
納
付
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
夜
間
の
納
付
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
　 

　
な
お
残
念
な
が
ら
納
付
相
談
や
納
付

が
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査
を
実
施
し
、

滞
納
処
分
（
給
料
、
銀
行
預
金
の
差
し

押
さ
え
や
不
動
産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
願
い
ま
す
。 

日
時
　
12
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
、
　

　
午
後
５
時
半
か
ら
同
８
時 

場
所
　
役
場
１
階
税
務
住
民
課
４
番
窓

　
口 

12月の行事 
町議会第４回定例会 
歳末防火啓蒙（午後8時から午前零時）
消防車で各分団区域内を巡回啓蒙 
役場仕事納め 
 
役場仕事始め 

19、20日 
29、30日 

 
28日 

 
1月7日 

人のうごき 
（10月16～11月15日、敬称略） 

　  
　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（前月比＋ 
（前月比＋ 
（前月比＋ 
（前月比＋ 
 
 
 
 

　  
　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7,730人 
3,690人 
4,040人 
3,123戸 

3人 
10人 
52人 
25人 

　  
　 

　 

　 
　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20人） 
8人） 
12人） 
4戸） 

 
 
 
 

お 誕 生  
生まれた子 

堀井　優真 

森下　翔太 
 
おくやみ 
亡き人 
中島　キク 
古川　ツヤ 
中村　利治 
中川　トシ子 
渡邊　　雄 
畠　　ユキ 
 
ご結婚 
鈴木　満 
松橋　絵美 
 
 
人口・世帯数　10月末日現在 
人　口／ 
　男　／ 
　女　／ 
世帯数／ 
出　生／ 
死　亡／ 
転　入／ 
転　出／ 

　 
行政区 

西町3丁目 

南町1丁目 
 
 
行政区 
北町3丁目 
東町2丁目 
東町2丁目 
南町3丁目 
東町3丁目 
27区 
 
 

西町3丁目 

　  
母 

愛香 

絵美 

 

　  
　 

　 

　　 
　　 
 
歳 
87歳 
89歳 
87歳 
71歳 
86歳 
86歳 

　  
　 

　 

　 
 
　 
　届出人 
中島　幸男 
古川　久雄 
中村　つる 
国久　晃 
渡邊　均 
畠　　　司 

              

吉
村
、
佐
々
木
両
氏
に
道
産
業
貢
献
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

産
業
振
興
課 

　
木
工
家
具
製
造
の
㈲
イ
ン
テ
リ
ア
北

匠
工
房
（
旭
川
）
社
長
、
22
区
・
吉
村

純
一
さ
ん
（
54
）
、
旭
東
林
産
協
同
組

合
理
事
長
、
南
町
２
・
佐
々
木
彰
郎
さ

ん
（
73
）
の
２
人
が
、
こ
の
ほ
ど
北
海

道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
「
卓
越
し
た
技
能
者
」
表
彰
と
な
っ

た
吉
村
さ
ん
は
、
木
工
家
具
製
造
工
と

し
て
旭
川
市
内
の
家
具
工
場
な
ど
に
勤

務
し
て
腕
を
磨
き
、
そ
の
後
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
に
起
業
し
て
優
秀
な
製 

              

品
作
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

　
国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
（
旭
川

市
で
開
催
）
や
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
市
の

「
ケ
ル
ン
国
際
家
具
見
本
市
」
に
作
品

出
展
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
商
品
開
発
、

企
業
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
１
９
７

２
（
昭
和
47
）
年
技
能
五
輪
道
大
会
優

勝
。
翌
年
同
全
国
大
会
４
位
。 

　
　
　
　
　
◇ 

　
「
森
林
づ
く
り
功
労
者
」
表
彰
の
佐

々
木
さ
ん
は
、
小
西
木
材
㈱
経
営
の
か

た
わ
ら
、
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
、

造
林
・
造
材
事
業
の
旭
東
林
産
協
同
組

合
理
事
に
就
任
後
、
２
年
後
に
は
理
事

長
に
就
任
（
現
職
）
、
大
雪
山
系
の
流

域
森
林
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
効
率
的
な
森
林
整
備
、
森
林
整
備
技

術
者
の
育
成
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
２

０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
設
立
し
た
上

川
中
部
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合
初
代 

              

理
事
長
に
就
任
（
現
職
）
。
道
森
づ
く

り
推
進
協
議
会
副
会
長
と
し
て
も
活
躍

し
地
域
林
業
事
業
体
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。 

　
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
か
ら
町
議

会
議
員
３
期
。
１
９
９
５
（
同
７
）
年

か
ら
議
会
議
長
を
２
期
務
め
ま
し
た
。 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

控除しきれ 
なかった額 

 ほりい　   ゆうま 

もりした　しょうた 
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年
金
額
を
増
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係 

【
ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
付
加
年
金
】 

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険

者
が
、
定
額
保
険
料
（
１
万
４
１
０
０

円
／
月
）
の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
（
４

０
０
円
／
月
）
を
納
め
る
と
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
支
給

さ
れ
ま
す
。 

●
例
（
付
加
保
険
料
10
年
間
納
付
） 

◇
付
加
保
険
料
（
納
付
総
額
） 

４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
４
万
８
千

円 ◇
付
加
年
金
額
（
65
歳
受
給
時
） 

２
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
２
万
４
千

円
（
年
額
）
と
な
り
、
２
年
間
受
給
す 

も
の
（
健
康
保
険
証
・
乳
幼
児
医
療
受

給
者
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

接
種
間
隔
な
ど
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健

福
祉
課
保
健
指
導
係
a
82
―
２
１
１
１ 

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
結
果
お
知

ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
10
月
30
、
31
日
に
実
施
し
た
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
検
診
は
、
受
診
者
全
員
が

異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
診
者
が

大
勢
な
の
で
個
別
に
結
果
通
知
致
し
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

「
栄
養
教
室
」
で
食
事
か
ら
健
康
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
を
柱
に
、
改
め
て
健
康

の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考

え
る
機
会
と
し
ま
し
よ
う
（
栄
養
教
室

は
、
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進

員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）
。 

対
象
　
町
民
の
方 

日
時
　
12
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜  

　
午
後
零
時
半
ご
ろ 

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

　
慣
病
（
高
脂
血
症
）
」
、
調
理
実
習
、

　
試
食
。
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　
角
巾
（
食
材
料
の
１
部
と
し
て
自
己

　
負
担
金
１
０
０
円
）
。 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場

　
栄
養
士
ま
で
a
82
―
２
１
１
１
（
内

　
線
５
０
４
） 

 

町
営
バ
ス
東
忠
別
線
５
便
の
運
行
時

間
変
更 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課 

　
町
営
バ
ス
東
忠
別
線
の
５
便
は
、
11

月
19
日
（
月
）
か
ら
「
始
発
15
時
54
分

（
診
療
所
前
）
」
が
「
始
発
15
時
58
分

（
同
）
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
４

分
遅
れ
の
出
発
で
す
。
各
停
留
所
着
も

そ
れ
ぞ
れ
４
分
ず
つ
繰
り
下
げ
運
行
と

な
り
ま
し
た
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
乗
車
く
だ
さ
い
。 

道
道
の
冬
期
通
行
止
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

旭
川
土
木
現
業
所 

　
道
道
瑞
穂
東
川
線
（
北
５
線
道
路
）

の
北
５
線
東
10
号
原
田
宅
地
先
か
ら
奥

側
ゲ
ー
ト
ま
で
１
・
４
㌔
㍍
区
間
は
、

11
月
15
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
12
日
ま

で
、
ゲ
ー
ト
か
ら
さ
ら
に
奥
方
面
は
、

平
成
20
年
５
月
22
日
ま
で
の
間
冬
期
通

行
止
め
で
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
土
木
現
業
所

事
業
課
a
26
―
４
４
６
１ 

 

東
川
中
学
校
の
学
校
章
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会 

　
東
川
中
学
校
の
校
舎
正
面
玄
関
に
あ

る
学
校
章
が
こ
の
ほ
ど
、
㈱
造
形
美
術

（
新
田
豊
社
長
）
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
で
き
れ
い
に
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。 

　
古
く
く
す
ん
で
い
た
校
章
は
、
み
ご

と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
校
60
年
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
輝
き
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

格
期
間
（
25
年
）
を
満
た
せ
な
い
場
合

は
、
70
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
に
限
り
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
社
会
保
険
事

務
所
a
26
―
４
４
８
１
、
保
健
福
祉
課

保
険
年
金
係
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線

１
２
３
） 

 

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課 

　
下
記
の
日
程
で
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。 

　
予
診
票
は
町
立
診
療
所
に
あ
り
ま
す
。

母
子
手
帳
と
、
住
所
の
確
認
が
で
き
る 

 

る
と
収
め
た
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な

り
、
終
身
定
額
で
支
給
さ
れ
ま
す
。 

※
保
険
料
納
付
免
除
・
猶
予
を
受
け
て

い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
付

加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。 

【
60
歳
か
ら
増
や
せ
る
任
意
加
入
】 

①
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
者
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
被
保
険
者
は

任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。 

②
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資 

区分 請負業者 
予定価格（円） 

税込み 

請負価格（円） 

税込み 

入札 

入札 

契約方法 

天人峡天津橋家屋調査業務 

8,725,500 7,875,000

1,449,000 1,365,000

㈲谷地建設 

㈱アサヒ建設コンサルタント 

工事 

業務 

入札及び工事・業務発注結果のお知らせ 
役場で行う工事等の入札および工事・業務発注結果をお知らせします。 
今回は11月2日、20日の入札結果です。 
お問い合わせは、都市建設課管理係a82－2111（内線232）まで。 

老人保健センター内部改修工事 

工事名 実施日 

11月2日 

11月20日 

 
 
◆役場庁舎、保健福祉センター 
　大雪地区広域連合事務局（a82－2111） 
休み　12月29日（土）から平成20年1月6日（日）まで 
【臨時発行業務】 
▼1月4日（金）　午前8時半～正午 
▼発行できる証明書 
○住民票、印鑑証明書、固定資産諸証明関係。 
○死亡届の受け付けは通常の土・日と同様（職員対応）。 
○その他の戸籍届け出は受け付けのみ（警備員対応）。 
※審査は他市町村が閉庁のため後日。緊急時は常駐警備員に電
　話でお問い合わせください。 

◆町立診療所（a82－2101） 
休み　12月29日（土）から1月6日（日）まで 
当番医　12月29日（土）　午前10時～午後4時 
臨時診療　1月4日（金）　午前8時半～正午 
※閉所日で緊急の場合は、事前に電話確認の上、正面玄関右手
　夜間窓口からお入りください。 

◆農村環境改善センター（a82－3200）、文化交流館（a82－4245） 
休み　12月31日（月）から1月5日（土）まで 
※貸し出し図書の返却は、文化交流館玄関前の返却BOXへ。 

◆B&G海洋センター（a82－4600） 
休み　12月29日（土）から1月5日（土）まで 

◆文化ギャラリー（a82－4700） 
休み　12月28日（金）から1月6日（日）まで 
 
<その他> 

◆商工会（a82－2750） 
休み　12月28日（金）から1月6日（日）まで 
新年交礼会　1月11日（金）午後6時、道草館 

◆社会福祉協議会（a82－7505） 
休み　12月29日（土）から1月6日（日）まで 

◆道草館（a68－4777） 
休み　12月31日（月）から1月4日（金）まで（インフォメーショ
ン、売店） 
※トイレ、待合所は通常どおり。 

◆消防団出初め式 
1月5日（土）午前10時半、東川消防団第1分団庁舎（旧大雪消防
組合東川支署）前 
同日午前11時、永年勤続表彰式（農村環境改善センター） 

◆町営バス（a82－2111） 
運　休　12月29日（土）～1月6日（日）まで 
臨時便　1月4日（金） 
時　間　平日運行の2、3、4便の時間 

◆旭川電気軌道バス「60系統・東川線」（バス総合案内a23
－3355） 
１月１日　天人峡線、旭川空港線以外は全休 
12月29日から1月3日まで　日・祝日ダイヤ 
12月31日　始発午後５時01分以降の便は運休 
1月2・3日　始発午前８時～同午後８時まで 
４日から　平常運転 

◆ごみ・し尿 
収集　12月28日（金）まで。1月7日（月）から平常。 
しらかば清掃センター受け入れ　12月29日（土）、1月5日
（土）の両日、センター直接搬入の受け入れをします。12月
30日（日）から1月4日（金）まで休み。 
 
 

------------ 年末・年始のお知らせ ------------

12月11日（火）～14日（金） 

13：00～17：00 

町立診療所 

生後3～90カ月の乳幼児 

日 程  

受付時間 

会 場  

対 象 者  

接種間隔 

三種混合 
インフルエンザ 

麻しん・風しん混合 

ＢＣＧ・ポリオ 

１週間 

４週間 

z

z

住民基本台帳の閲覧状況の公表 
　国(総務省)は、住民基本台帳の閲覧制度を個人情報保護の視点で見直し、平成18年度に制度改正を行いました。これ
により閲覧の公表が義務付けられましたので、当町において閲覧を行った者、団体について次のとおり公表します。
住民基本台帳の閲覧情報は①住所②氏名③生年月日④性別－の基本情報です。これ以外の情報は閲覧対象外です。 
お問い合わせは税務住民課戸籍係a82－2111（内線129）まで。 

閲覧公表対象期間（平成18年11月～同19年10月） 

請求者・申出者氏名 
請求理由または 
利用目的の概要 

閲覧に係る住民範囲 閲覧月日 

１ 
社団法人新情報センター 
事務局長　平谷伸次 

6月28日 

内閣府の委託を受け「少子化対 
策、家族・地域の絆に関する意 
識調査」の対象者抽出 

18歳以上で以下の住所 
西町３丁目１～２番 
西町３丁目８～10番 
西町３丁目11番～25番 

1月19日 

２ 
株式会社地域創造研究所 
代表取締役　五嶋謙一郎 

北海道の委託を受け「H19年度 
道民意識調査」の対象者抽出 

20歳以上で以下の住所 
北町５丁目 

３ 
防衛省自衛隊旭川地方協 
力本部長 

自衛隊法「自衛官募集業務」の 
対象者抽出 

平成元年4月2日から平 
成2年4月1日生まれの 
男女及び平成４年4月2 
日から平成５年4月1日 
生まれの男性 

6月19日 
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灯
油
管
の
劣
化
、
破
損
で
灯
油
も
れ

事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
環
境
生
活
課 

　
暖
房
用
灯
油
が
必
要
な
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
ご
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に

給
油
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
次
の
点

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
タ
ン
ク
の
配
管
に
ひ
び
割
れ
、
曲
が

　
り
は
な
い
か
（
管
の
劣
化
、
腐
食
で

　
折
れ
た
り
穴
が
あ
く
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
）
。 

○
管
の
埋
設
場
所
に
物
を
置
い
て
い
な

　
い
か
。 

○
空
き
家
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
入
居
し
た

　
と
き
は
、
管
の
劣
化
、
破
損
に
注
意
。 

　
灯
油
が
河
川
に
流
れ
込
ん
だ
場
合
、

水
道
や
農
業
用
水
が
取
水
停
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
下
に
し
み
こ
ん

だ
場
合
に
は
、
地
下
水
が
飲
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
油
分
を
除

去
す
る
た
め
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
上
川
支
庁
環
境
生

活
課
地
域
環
境
係
a
46
―
５
２
０
６ 

 

東
川
中
が
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

で
法
務
大
臣
感
謝
状 

　
東
川
中
学
校
（
渡
部
克
孝
校
長
）
が

こ
の
ほ
ど
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
を
は
じ
め
と
す
る
犯
罪
予
防
活
動

で
法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。 

（
同
63
）
年
の
協
会
発
足
時
か
ら
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
に
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
両
団
体
の
審
判
員
と
し
て
も
活
躍
し
、

永
年
に
渡
る
選
手
育
成
、
指
導
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
１
月
19
日
か

ら
３
日
間
開
催 

　
　
　
　
　
　
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
実
行
委 

　
第
34
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
の
開

催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会

場
は
羽
衣
公
園
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
実
行
委
員
会
事
務
局
の
東
川
町
観
光

協
会
事
務
局
a
82
―
３
７
６
１
ま
で
。 

１
月
19
日
（
土
）
前
夜
祭 

同
　
20
日
（
日
）
本
祭
り 

同
　
21
日
（
月
）
後
祭
り 

 

入
校
生
募
集 

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
訓
練

校
は
、
平
成
20
年
度
の
新
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
同
校
（
砂
川
市
焼

山
60
）
a
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４
、

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま

で
。 

 

憲
法
講
座
の
開
催 

　
東
川
９
条
の
会
は
12
月
の
憲
法
講
座

を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。 

日
時
　
12
月
26
日
午
後
６
時
か
ら 

場
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

テ
ー
マ
　
世
界
の
米
軍
基
地 

講
師
　
近
藤
伸
夫
氏 

参
加
費
　
１
０
０
円 

連
絡
　
千
葉
さ
ん
a
82
―
５
３
６
５ 

教
育
60
年
記
念
教
育
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

　
10
月
25
日
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

開
か
れ
た
中
学
校
教
育
60
年
記
念
式
典

の
席
上
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
昭
和
45
年
以
来
、
永
年
に
わ
た
り
小
、

中
学
校
教
育
に
携
わ
り
、
卓
越
し
た
指

導
力
を
も
っ
て
生
徒
の
教
育
に
従
事
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
幾
多
の
人
材
を

養
成
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

新
堀
さ
ん
が
管
内
体
育
協
会
連
絡
協

議
会
表
彰
を
受
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
体
育
協
会 

　
西
町
３
丁
目
行
政
区
の
新
堀
保
さ
ん

（
71
）
が
上
川
管
内
体
育
協
会
連
絡
協

議
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

       

　
10
月
21
日
、
士
別
市
で
開
い
た
同
体

育
協
会
連
絡
協
議
会
の
席
上
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
東
川

町
軟
式
野
球
連
盟
の
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
１
９
８
３
（
同
58
）
年
か
ら
現
在

ま
で
副
会
長
。
ま
た
東
川
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
幹
事
と
し
て
、
１
９
８
８ 

         

　
総
合
的
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
平

成
12
年
度
か
ら
法
務
省
企
画
の
ビ
デ
オ

上
映
と
旭
川
東
警
察
署
生
活
安
全
課
長

の
講
話
を
毎
年
実
施
。
全
生
徒
・
保
護

者
ら
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
犯
罪

予
防
の
啓
蒙
を
進
め
、
そ
の
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
10
月
26
日
、
旭
川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
・
道

北
ブ
ロ
ッ
ク
厚
生
保
護
研
究
大
会
の
席

上
で
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。 

 

渡
部
東
川
中
校
長
が
教
育
功
労
者
表

彰
を
受
賞 

        

　
渡
部
克
孝
東
川
中
学
校
長
が
中
学
校 
12月は道税の滞納処分 

強化月間です 
　上川支庁では、12月を滞納処分強化月間とし
て、自動車税、個人事業税などの未納者に対する
預貯金、給与、自動車等の財産差し押さえを実施
しています。 
　まだ、納税されていない方は、お早めに納税し
てください。 
　日中納税できない方のために、夜間・休日納税
窓口を開設します（当日は納税相談も受け付けて
います）。 

【夜間】 
日時／12月13日（木）午後5時半～同8時 

【休日】 
日時／12月16日（日）午前9時～午後5時 
場所／ともに上川支庁納税課（旭川市永山6条19
　　　丁目、上川合同庁舎） 

　ご相談は上川支庁納税課a（直通）46－5100

　幼児センター「ももんがの家」で
は、平成20年度入園希望者を受け付
けます。ご希望の方は所定の申し込み
用紙に必要事項を記入のうえ、期日
までにお申し込みください。現在入
園されている園児の手続きは不要で
す。 
　なお保育年齢の区分は次のとおり
です。 
○零歳児～生後6カ月経過後の乳児
○１歳児～平成18年４月２日から同
　19年４月１日までに生まれた幼児
○２歳児～平成17年４月２日から同
　18年４月１日までに生まれた幼児
○３歳児～平成16年４月２日から同
　17年４月１日までに生まれた幼児
○４歳児～平成15年４月２日から同
　16年４月１日までに生まれた幼児
○５歳児～平成14年４月２日から同
　15年４月１日までに生まれた幼児
　 
１．短時間型 
（１）入園資格 
　町内に居住をしている満３歳から
満５歳までの幼児（平成20年４月１
日現在） 
（２）募集園児予定数 
●３歳児　50人（定員50人） 
●４歳児　24人（定員50人） 
●５歳児　17人（定員50人） 
（３）保育内容・保育時間 
●早朝保育　午前７時半～同９時 
●通常保育  午前９時～午後１時半 
●預かり保育 
①開園日  月～金曜日   
イ．午後１時半～午後４時 
ロ．午後１時半～午後５時 
②土曜、長期休み 
イ．午前９時～午後１時半 
ロ．午前８時～午後５時 
※家庭の事情に合わせ最長午前７時
　半から午後５時まで保育します。 
 
２．長時間型 
（１）入園資格 
　小学校就学前の幼児で、保護者、
または保護者と別居している場合に
は乳幼児の面倒を見ている者のいず
　 

　園に当たって関係機関などの意見
　を聞くこととなります。 
 
３．募集期間 
　12月10日（月）から25日（火）まで、
午前８時半から午後５時半まで（日
・祭日は除く）。 
 

４．申し込み方法・場所 
　入園申込書に必要事項を記入し、
東川町幼児センタ－に提出してくだ
さい。 
　平成19年分所得税額（平成19年分
源泉徴収票）または平成19年度町民
税額を証明できる書類、その他必要
な証明書等を提出していただくこと
になります。所得税額が確定してお
りませんので所得税額がわかる書類
は、後日提出していただきます（入
園申込書は幼児センタ－にあります）。 
 

５．保育料 
●短時間型 
　保育料は長時間型保育料を基本と
して、保育日数と保育時間を考慮し各
所得階層に応じて決まります（保育
料の基本的な考え方は長時間型と同
じです）。 
●長時間型 
　長時間型保育料は、国から示され
る保育所徴収基準額表を準用し、前
年分（19年）所得税額、または前年
度（19年度）の町民税額と児童の年
齢区分により料金が定められていま
す（平成19年度の保育料は国から示
される保育所徴収金基準額表の95％
以内で、各階層区分を細分化して負
担の軽減を図っています）。 
 
６．その他 
　年度内の入園申し込みは、随時受
け付けています。 
　入園説明会は、来年２月14日（木）
の予定です。不明な点はお問い合わ
せください。 
　東川町幼児センター（〒071－
1404 東川町西4号北8番地）a82－
3400･ fax82－4660

れも児童を保育することができない
と認められた場合で、次の要件に該
当する場合。 
①昼間に居宅外で労働することが常
　態であること 
②昼間に居宅内で当該児童と離れて
　日常の家事以外の労働をすること
　が常態であること 
③妊娠中であるか、出産後間もない
　こと 
④疾病や負傷した場合、または精神
　や身体に障がいがあること 
⑤長期にわたり疾病の状態にあるか、
　または精神や身体に障がいのある
　同居の親族を常時介護しているこ
　と 
⑥震災、風水害、火災、その他の災
　害復旧に当たっていること 
⑦前項に類するものとして町長が特
　に認めたもの 
（２）募集園児数（11月１日現在） 
●零歳児　６人（定員６人） 
●１歳児　10人（定員18人） 
●２歳児　13人（定員24人） 
●３歳児　若干名（３人）（定員23人） 
●４歳児　若干名（３人）（定員24人） 
●５歳児　若干名（３人）（定員25人） 
※定員は120人。年齢別の定員は目
　安です。 
　　零、１、２歳児は、定員を超え
　た場合には保育実施基準による選
　考を行い、優先順位により入園を
　決定する場合があります。 
（３）保育内容・保育時間 
●早朝保育　午前７時半～同８時 
●通常保育　午前８時～午後４時 
●時間外保育　午後４時～午後６時
　半 
●延長保育　午後６時半～同７時 
※就労時間によって最長午前７時半
　～午後７時まで。 
●障がい児保育　午前８時～午後４
　時 
　特別児童扶養手当の支給対象児を
　保育します。保育に欠ける障がい
　児で健常児とともに保育すること
　が望ましく、集団保育が可能で日
　々通園することができること。入
　 

東川町幼児センター 東川町幼児センター 

平成20年度「ももんがの家」新
入園児募集
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募集団地名 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・2LDK（68.23㎡) 
・4戸予定 
・23,500円～ 
　68.300円程度 

・3LDK（79.44㎡) 
・4戸予定 
・27.300円～ 
　79,500円程度 

・平成19年 
・木造平屋建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車スペース有り 

・平成19年 
・木造平屋建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車スペース有り 

東町4丁目団地 東町4丁目5番 

東町4丁目団地 東町4丁目5番 

平成19年度新築公営住宅入居者募集（東町4丁目5番） 

１．入居申込書 
２．住宅等状況申告書 
３．平成１８年１月から１２月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など） 
４．納税証明書（平成１９年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可） 
５．その他必要と認める書類 
６．印鑑 
※下線のついている書類は、住宅下水道係に用意してあります。 
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

お申し込みに 
必要なもの 

12月3日（月）～26日（水） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

8戸 

●募集団地概要 

入
居
資
格 

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
2月上旬（予定） 
3月１日（予定） 
家賃の3カ月分 
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人 
税務住民課住宅下水道係　82-2111（内線122） 

選 考 方 法  
 
入 居 決 定  
入居開始日  
敷 金  
連帯保証人  
お問い合わせ 

（１）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方 

（２）世帯の収入金額が月額20万円以下 

※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで基準額が引き上がります。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれも同年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合 
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合 
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合 
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合 

入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 

（１）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方 

（２）世帯の収入金額が月額20万円以下 

※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで基準額が引き上がります。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれも同年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合 
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合 
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合 
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合 

入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
5,355円）が別途必要です。 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
6,510円）が別途必要です。 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（70.6㎡) 
・1戸（1階） 
・19,900円～ 
　46,800円 

・昭和63年 
・セラミックブロック造り3階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

西8号団地A3 西町8丁目4番 

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 

１．入居申込書 
２．住宅等状況申告書 
３．平成１８年１月から１２月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など） 
４．納税証明書（平成１９年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可） 
５．その他必要と認める書類 
６．印鑑 
※下線のついている書類は、住宅下水道係に用意してあります。 
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

お申し込みに 
必要なもの 

12月3日（月）～26日（水） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

4戸 

●公営住宅 

① 

入
居
資
格 

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
1月中旬 
家賃の3カ月分 
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人 
税務住民課住宅下水道係　82-2111（内線122） 

選 考 方 法  
 
入居予定日  
敷 金  
連帯保証人  
お問い合わせ 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDK（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・55,000円～ 
　72,600円 

・平成9年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地B1 南町1丁目7番 

●家族向け特定公共賃貸住宅 

② 

・3LDK（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・56,300円～ 
　74,400円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地B3 南町1丁目6番 ③ 

入
居
資
格 

（１）同居または同居しようとする親族がいる方 
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。 

入居者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 
 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

●単身者用特定公共賃貸住宅 

・1LDK（38.1㎡) 
・1戸（2階中央） 
・30,800円～ 
　40,700円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
3,360円）が別途必要です。 

西町団地 
アヴニールⅡ 

西町1丁目9番 ④ 

・1LDK（39.0㎡) 
・1戸（2階端） 
・31.600円～ 
　41,700円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造り2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

※家賃のほかに温水器、暖房 
機、調理器のリース料（月額 
3,360円）が別途必要です。 

西町団地 
アヴニールⅡ 

西町1丁目9番 ⑤ 

入
居
資
格 

（１）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方 
（２）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 

※詳細はお問い合わせください。 

入居者が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には、入居することはできません。 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

3LDK 
79.44㎡ 

2LDK 

68.23㎡ 

居間 

洋室 

洋室 

洋室 

13帖 

6.5帖 

6帖 

6帖 

 

 

（ロフト付き） 

居間 

洋室 

洋室 

 

12.4帖 

6.5帖 

6帖 

 

 

 

（ロフト付き） 
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随時（土、日、祝日を除く） 
午前8時30分～午後5時30分 
電話相談（来室可） 
a82－4225

12月の教育相談 
相 談 日  
時 　 間  
相談要領 
専用電話 

元
助
役
・
収
入
役
の
松
木
さ
ん
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章 

      

　
元
町
助
役
・
収
入
役
の
東
町
２
丁
目

行
政
区
、
松
木
金
平
さ
ん
（
89
）
が
永

年
の
地
方
自
治
功
労
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。
11
月
22
日
、
上
川
支

庁
の
中
川
元
副
支
庁
長
、
松
岡
市
郎
町

長
が
自
宅
を
訪
れ
、
叙
勲
の
伝
達
を
し

ま
し
た
。 

　
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
東
川
村

生
ま
れ
。
村
立
東
川
尋
常
高
等
小
高
等

科
を
卒
業
後
、
東
川
村
に
奉
職
。
財
務

課
長
、
収
入
役
代
理
者
、
総
務
課
長
を

歴
任
し
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
か

ら
16
年
間
に
わ
た
っ
て
東
川
町
助
役
、

収
入
役
を
務
め
ま
し
た
。 

　
退
任
後
の
１
９
８
３
（
同
58
）
年
か

ら
３
期
12
年
間
に
わ
た
っ
て
町
選
挙
管

理
委
員
長
の
重
責
も
務
め
、
地
方
自
治

行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１
９
４
４
（
同
19
）
年
勲
七
等
瑞
宝

章
、
１
９
７
１
（
同
46
）
年
日
本
赤
十

字
社
特
別
社
員
称
号
の
授
与
も
受
け
て

い
ま
す
。 

る
こ
と
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
出

来
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。 

　
暖
房
の
温
度
を
、
い
つ
も
よ
り
１
度

下
げ
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
は
見
た
い
番

組
だ
け
を
見
る
よ
う
に
し
て
、
一
日
中

つ
け
っ
放
し
に
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
電
力
の
消
費
を
少
な
く
し
、

使
わ
な
い
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
い
て
お
く
こ
と
で
待
機
電
力
を
減
ら

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
洗
濯
も
お
風
呂
上
り
の
お
湯
を
利
用

す
る
こ
と
で
節
水
、
節
電
が
出
来
ま
す
。

車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
も
こ
ま

め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
30
分
間
以
上
止

め
る
の
な
ら
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

ま
し
ょ
う
。 

　
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
０
・
５
％
上
昇

す
る
だ
け
で
、
人
は
意
識
不
明
に
陥
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
環
境

を
保
つ
た
め
、
身
近
な
こ
と
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
節
約
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

地
域
自
治
推
進
室
環
境
衛
生
係
a
82
―

２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）
ま
で
。 

 

ご
み
減
量
化
の
マ
イ
バ
ッ
グ
（
ノ
ー

レ
ジ
袋
）
運
動
を 

　
　
　
　
　
　
地
域
自
治
推
進
室
環
境
衛
生
係 

　
買
い
物
を
す
る
時
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
し
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
運
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。 

　
国
内
で
は
年
間
約
２
８
０
億
枚
（
１ 

各種大会成績 
【柔道】 
◆第22回旭川平和ライオンズク少年少女
大会（10月21日・旭川市総合体育館） 
▼ 男子（5年生） 
③滝本諒一 
▼ 女子（３、４年生） 
優勝・野村彩友美 
 
 
 
 
 
 
優勝した野村さん（右）、3位の滝本君 
 
 
 

文化ギャラリー展示案内 
●11月22日(木)～12月6日(木) 
　東川フォトクラブ写真展 
　東川・中国大連交流展 
 
 
 
 
 
 
●12月8日(土)～12月27日(木) 
富士フォトコンテスト入賞作品展 
自然公園法50周年「国立公園」写真展 
 
＊年末年始のご案内 
　12月28日(金)～１月６日(日)は年末年
始、作品入れ替えのため休館とさせてい
ただきます。 
 
 
 

　 

社
協
だ
よ
り 

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う 

　
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
10
月
16
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で 

　
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い 

　
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次
の
と
お 

　
り
で
す
。 

 

　
《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》
　 

　
北
町
３
丁
目
　
村
瀬
　
慎
治
　
様 

　
北
町
３
丁
目
　
中
島
　
幸
男
　
様 

　
東
町
２
丁
目
　
古
川
　
久
雄
　
様 

　
東
町
２
丁
目
　
中
村
　
つ
る
　
様 

　
南
町
３
丁
目
　
中
川
　
寿
市
　
様 

 

　
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い 

　
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て 

　
毎
月
１
回
第
３
木
曜
日
午
後
１
時 

　
30 
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
社
協
相 

　
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
　
今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次 

　
の
と
お
り
で
す
。 

　
12
月
20
日
　 

寺
沢
　
孝
之 

広報の配布にご協力いただきありがとうございます。 
　広報の配布には各行政区役員などの皆様の特段
のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速や
かな配付をお願いします。 
　なお、配付に当たっては次の事項に留意くださ
い。 
（１）新しく転入された世帯や町内会に加入されて
　　いない世帯にも、併せて配付をお願いします。 
（２）毎月の広報の必要部数に増減があった場合は
　　お手数ですが企画総務課地域自治推進室まで
ご連絡ください。　 

「みんなでつくろうあったか」標語（平成18年度入選作品） 

「ひとりじゃない　あなたを想う　人がいる」 最優秀賞 （高校の部　佐々木康恵） 

お詫びと訂正 
 　11月号掲載の「今、生き生きと　
　⑤」の人形作家、宮竹眞澄さんの　
　記事中、住所が「２西区」とある　
　のは「新栄」の誤りでした。訂正　
　いたします。 
 
　　10月号３、４ページに掲載し　
　た「見せた！先人ルーツの『せり　
　込み蝶六』」記事中、４ページ７　
　行目の「自治省所管の（財）自治　
　総合センター（東京）文化振興事　
　業」とあるのは、同センターの　　 
　「コミュニティ助成事業（青少年　
　健全育成事業）」です。訂正いた　
　します。 
　　　　　　　　　　 　教育委員会 

人
２
２
０
枚
）
の
レ
ジ
袋
が
使
わ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
だ
け

で
も
約
13
㌧
（
約
１
６
８
万
千
枚
）（
平

成
19
年
３
月
末
現
在
）
、
ご
み
収
集
車

約
７
台
分
に
も
な
り
ま
す
。 

　
Ｌ
サ
イ
ズ
の
レ
ジ
袋
１
枚
を
作
る
た

め
に
は
、
約
14
・
４
㍉
㍑
の
原
油
が
必

要
で
す
。
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る
と
高

温
を
発
し
、
埋
め
て
も
腐
ら
ず
、
山
、

川
、
海
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
動
物
や

魚
が
飲
み
込
ん
で
死
ぬ
問
題
も
起
き
て

い
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
こ
と
、
商
品

の
簡
易
包
装
、
再
生
品
を
購
入
す
る
こ

と
は
、
石
油
資
源
の
節
約
だ
け
で
な
く
、

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
へ
積
極
的
に
変

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
自
治
推
進
室

環
境
衛
生
係
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線

１
５
２
）
ま
で
。 

 

冬
の
海
外
派
遣
事
業
参
加
者
を
募
集 

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
東

京
）
は
、
学
生
、
社
会
人
を
対
象
と
し

た
今
冬
・
来
春
の
海
外
派
遣
事
業
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
を

し
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
同
協
会
事
務
局
a

03
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１
ま
で
。 

　
冬
期
事
業
は
、
来
年
２
月
下
旬
か
ら

３
月
上
旬
に
か
け
て
10
〜
15
日
間
。 

 

派
遣
先
　
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

　
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ン
ボ

　
ジ
ア
の
５
カ
国
６
事
業 

対
象
　
高
校
３
年
生
か
ら
一
般 

参
加
費
　
29
万
円
か
ら
36
万
８
千
円 

締
め
切
り
　
平
成
20
年
１
月
17
日
（
先

　
着
順
） 

　
　
　
　
　
　
◇ 

　
春
期
事
業
は
、
来
年
３
月
26
日
か
ら

４
月
６
日
ま
で
、
８
〜
12
日
間
。 

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

　
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

　
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
、
韓

　
国 

対
象
　
小
学
校
２
年
生
か
ら
高
校
３
年

　
生 

参
加
費
　
16
万
８
千
円
か
ら
36
万
円 

締
め
切
り
　
平
成
20
年
２
月
７
日
（
先

　
着
順
） 

人
数
　
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
前

　
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。  

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
い
ず

　
れ
も
東
川
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
a
82
―
５
１
０
０ 

 

町
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

開
催 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
ス
キ
ー
連
盟 

　
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
し
た
東

川
町
ス
キ
ー
連
盟
主
催
の
町
民
ス
キ
ー

＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

期
間
　
１
月
14
、
15
、
16
の
３
日
間 

場
所
　
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ 

時
間
　
午
後
６
時
半
か
ら
同
８
時
半 

受
講
料
　
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
千

　
円
（
連
盟
会
員
は
２
千
円
）
、
子
供

　
（
小
３
〜
小
６
）
２
千
円
（
申
し
込

　
み
時
に
支
払
い
） 

締
め
切
り
　
12
月
28
日
（
金
） 

定
員
　
40
人 

そ
の
他
　
リ
フ
ト
券
は
各
自
ご
購
入
く

　
だ
さ
い
（
講
習
期
間
中
割
引
券
を
販

　
売
）
。
ケ
ガ
な
ど
に
備
え
各
自
保
険

　
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
申
し
込
み
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

　
に
記
入
の
上
、
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局 

　
（
役
場
内
）
の
担
当
者
（
産
業
振
興

　
課
、
吉
原
、
ま
た
は
都
市
建
設
課
、

　
金
山
）
ま
で
。
申
し
込
み
用
紙
は
ス

　
キ
ー
連
盟
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。 

第
27
回
町
技
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

日
時
　
12
月
16
日（
日
）
午
前
９
時（
開

　
会
式
） 

場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
一
般
男
女
（
中
学
生
以
上
） 

試
合
方
式
及
び
チ
ー
ム
編
成
　
男
女
混

　
合
９
人
制
（
リ
ー
グ
戦
） 

お
申
し
込
み
　
12
月
７
日
（
金
）
ま
で
。

　
東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　
（
役
場
企
画
総
務
課
、
大
角
ま
で
a

　
82
―
２
１
１
１（
内
線
２
２
５
）） 

参
加
料
　
一
般
３
千
円
、
学
生
２
千
円

　
（
１
チ
ー
ム
） 

 

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を 　
　
　 

　
　   

地
域
自
治
推
進
室
環
境
衛
生
係 

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増
に
伴
う
温
室

効
果
ガ
ス
の
影
響
で
、
地
球
温
暖
化
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
出
来 

楽
し
い
手
作
り
リ
ー
ス
教
室
と
ク
リ

ス
マ
ス
会 

　
　
　
　
　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
12
月
、
ま
ち
を
ク
リ
ス
マ
ス
色
に
染

め
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
な
ん
だ
か
ワ

ク
ワ
ク
す
る
季
節
で
す
ね
。
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
き
ま
す
。
育
児
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
お
子
さ
ん
か
ら
離
れ
て
お

母
さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
▼
リ
ー
ス
作
り
教
室    

対
象
　
家
庭
の
親
子 

日
時
　
12
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
正
午 

講
師
　
花
本
貴
子
さ
ん 

材
料
費
　
５
０
０
円
程
度  

場
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　
セ
ン
タ
ー 

人
数
　
10
〜
15
組 

そ
の
他
　
希
望
者
に
は
託
児
室
を
用
意

　
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。 

　
▼
ク
リ
ス
マ
ス
会 

対
象
　
家
庭
の
親
子 

日
時
　
12
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
正
午 

持
ち
物
　
各
自
３
０
０
円
程
度
の
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
を
お
子
さ
ん
の
人
数
分
用
意

　
し
て
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。 

場
所
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム 
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気持ちがあれば強くなる 

　
「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
」
と

い
う
チ
ー
ム
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
Ｕ
―
15

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
（
12
歳
以
上
15

歳
以
下
）
と
し
て
、
結
成
４
年

を
迎
え
ま
し
た
。
選
手
は

全
員
中
学
生
。
東
川
か

ら
も
２
人
団
員
生
が
い

ま
す
。
う
れ
し
い
こ

と
に
、
今
年
ト
ッ
プ

選
手
権
大
会
の
高
円

宮
杯
第
19
回
全
日
本

ユ
ー
ス（
Ｕ
―
15
）サ

ッ
カ
ー
選
手
権 

（
12
月
９
日
か
ら
開

催
）
に
北
海
道
代
表

と
し
て
出
場
が
決
ま

っ
た
の
で
す
。 

　
全
道
大
会
は
、
準
決

勝
で
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札

幌
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―
15
）
と

兄
弟
対
戦
。
兄
き
格
チ
ー
ム
を

２
―
０
で
破
り
、
決
勝
で
は
全

道
一
強
豪
と
い
わ
れ
る
チ
ー
ム

「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
札
幌
」
を
ロ
ス
タ
イ

ム
終
了
１
分
前
に
劇
的
ゴ
ー
ル

で
下
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
、
い
い
と
こ
ろ
ま
で
行

っ
て
負
け
て
い
ま
し
た
。
「
悔

し
さ
を
晴
ら
し
た
い
」
。
選
手

に
は
今
年
に
賭
け
る
意
気
込
み

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

　
途
中
、
良
い
時
も
悪
い
時
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を

　
繰
り
返
し
な
が
ら
、
数
々
の

　
　
道
外
遠
征
に
出
か
け
、
高

　
　
校
生
と
も
練
習
試
合
で
勝

　
　
　
ち
ま
し
た
。
経
験
の
中

　
　
　
で
精
神
的
に
肉
体
的
に

　
　
　
強
く
な
っ
て
い
た
の
で

　
　
　
す
。 

　
　
　
　
「
ど
う
せ
勝
て
な
い
」

　
　
　
「
い
い
と
こ
ろ
ま
で
行

　
　
　
っ
た
ん
だ
か
ら
…
」
―
。

　
　
　
今
ま
で
な
ら
気
持
ち
で

　
　
ど
こ
か
あ
き
ら
め
て
い
ま

　
し
た
。
で
も
今
年
は
違
い
ま

し
た
。
札
幌
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―
15
）

と
春
、
秋
２
回
の
練
習
試
合
を

経
験
し
、
い
ず
れ
も
引
き
分
け

て
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
「
僕
た
ち
練

習
試
合
を
や
っ
て
み
て
、
絶
対

勝
て
ま
す
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。 

　
練
習
試
合
の
中
で
強
く
当
た 

っ
て
も
負
け
な
か
っ
た
り
、
１

対
１
で
相
手
選
手
を
抜
け
た
り
、

思
っ
た
と
こ
ろ
に
し
っ
か
り
ボ

ー
ル
を
出
せ
た
、
と
い
う
プ
レ

ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
中
で
、

勝
て
る
自
信
、
確
信
を
つ
か
ん

だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
経
験
し
、
そ
し
て
一
つ
一
つ

小
さ
な
課
題
を
克
服
で
き
た
こ

と
。
そ
れ
が
自
信
に
つ
な
が
り
、

結
果
と
し
て
大
き
な
喜
び
に
な

っ
た
の
で
す
。
「
勝
ち
た
い
」

と
思
う
強
い
気
持
ち
が
、
力
以

上
の
も
の
を
引
き
出
せ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
「
全
国
に
行
く

ぞ
」
と
い
う
目
標
を
し
っ
か
り

掲
げ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
少

し
ず
つ
で
も
進
ん
で
き
た
こ
と
、

４
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
良
い

結
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
、
大
き
な
舞
台
で
経
験

す
る
こ
と
は
、
選
手
た
ち
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。 

  
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
監
督 

　
　
　
　
　
　
賀
谷
　
英
司 

子育てチャンネル 子育てチャンネル 子育てチャンネル 

遠
足
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

い
し
ざ
わ
　
つ
か
さ 

遠
足
の
思
い
出
〜
バ
ス
に
乗
っ
て
　
　 

た
な
べ
　
え
で
ん 

気持ちがあれば強くなる 

幼児センターの子どもたち 

30Higashikawa  2007 December



保健だより 

           

　
糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
量
（
血
糖
値
）
が
正
常
よ
り
も
多

く
な
る
病
気
で
す
。 

　
食
物
に
含
ま
れ
て
い
る
糖
分
は
、

消
化
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
さ
れ
、

小
腸
か
ら
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
血
糖
値
を
下
げ
て
く

れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

の
作
用
が
不
足
す
る
と
血
糖
値
が
高

く
な
る
の
で
す
。 

 

▼
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
『
イ
ン

　
ス
リ
ン
』 

　
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）
で
作
り
分
泌

さ
れ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
で
す
。 

　
余
っ
た
糖
分
を
肝
臓
、
筋
肉
、
脂

肪
組
織
に
貯
蔵
し
た
り
、
一
旦
貯
蔵

さ
れ
た
糖
分
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

再
度
活
用
す
る
時
に
必
要
な
ホ
ル
モ 

           

ン
で
す
。
血
糖
値
を
下
げ
て
く
れ
る

唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
で
す
。 

　
食
事
を
す
る
と
血
糖
値
は
上
昇
し

ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
で
過

度
の
高
血
糖
に
な
ら
ず
に
数
時
間
で

正
常
に
戻
る
糖
代
謝
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

▼
隠
れ
糖
尿
病
に
ご
注
意
！ 

　
糖
尿
病
が
発
症
し
や
す
い
の
は
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
膵
臓
か
ら
十
分
に
分

泌
さ
れ
な
い
と
い
う
体
質
に
加
え
て
、

肥
満
、
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
加

齢
な
ど
が
加
わ
っ
て
（
環
境
要
因
）

イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
不
足
し
や
す

く
な
る
か
ら
で
す
。 

　
糖
尿
病
の
大
部
分
を
占
め
る
「
2

型
糖
尿
病
」
は
「
遺
伝
的
な
体
質
」

と
「
環
境
要
因
」
が
関
係
し
て
い
ま 

す
。 

　
発
症
前
に
は
、
一
般
に
ま
ず
食
後

の
血
糖
値
が
あ
が
っ
て
き
ま
す
。 

　
食
後
高
血
糖
は
、
糖
尿
病
発
症
の

10
年
以
上
前
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
検
診
の
血
液
検
査
は
、
空
腹
時
血

糖
を
測
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

特
に
次
の
人
は
要
注
意
で
す
（
診
断

は
通
常
、
75
㌘
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験

の
２
時
間
値
を
目
安
に
し
ま
す
）
。 

            

▼
血
糖
の
急
激
な
上
昇
を
防

　
ぐ
に
は 

①
食
物
繊
維
は
１
日
25
㌘
以
上 

　
食
物
繊
維
は
、
高
脂
血
、
高
血
糖

の
場
合
で
も
、
脂
肪
や
糖
質
の
吸
収

を
遅
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
野
菜
１
日

３
５
０
㌘
を
目
標
に
。 

※
予
防
重
視
の
特
定
健
診
で
は
、
空
腹
時
血

　
糖
値
１
０
０
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
５
・
２
％
を

　
超
え
れ
ば
生
活
習
慣
改
善
が
必
要
に
な
り
、

　
基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

②
砂
糖
（
単
純
糖
質
）
を
減
ら
す 

　
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
が
悪
い
場
合
、

多
量
に
摂
る
と
吸
収
さ
れ
や
す
い
の

で
、
血
糖
値
を
急
激
に
上
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
１
日
20
㌘
、
果
物
80
㌔
㌍

が
目
安
。 

③
食
事
の
リ
ズ
ム
・
時
間
・
量 

　
た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ
る
と
イ
ン

ス
リ
ン
は
一
気
に
多
量
に
分
泌
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
血
液
は
高
イ

ン
ス
リ
ン
状
態
と
な
り
、
こ
れ
も
動

脈
硬
化
の
元
凶
に
な
り
ま
す
。 

　
夜
遅
い
食
事
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
使
わ
れ
ず
、
余
っ
た
栄
養
素
は

脂
肪
組
織
に
蓄
え
ら
れ
て
肥
満
の
原

因
に
な
り
ま
す
。 

 

▼
食
後
血
糖
値
が
気
に
な
る

　
方
に 

　
食
事
後
の
通
常
の
血
糖
値
を
知
る

こ
と
は
、
食
後
高
血
糖
に
対
し
て
あ

る
程
度
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
一
般

に
食
後
血
糖
の
ピ
ー
ク
は
１
３
０
程

度
で
す
。 

　
保
健
指
導
係
で
は
、
食
後
血
糖
を

簡
単
に
測
定
で
き
る
「
血
糖
自
己
測

定
器
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
相
談

室
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
簡
単
に

測
定
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
は「
隠
れ
糖
尿
病
」か
も
!?  

〜
食
後
血
糖
値
が
上
が
っ
て
い
た
ら
危
険
信
号 

　
「
糖
尿
病
」
の
患
者
さ
ん
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
国
内
は
７
４
０
万
人
、 

血
糖
値
が
少
し
高
め
の
「
糖
尿
病
予
備
軍
」
を
含
め
る
と
、
約
１
６
２
０
万
人 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
50
年
前
に
比
べ
て
31
・
５
倍
に
も
激
増
し
て
い
る
の
で 

す
（
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
厚
生
労
働
省
糖
尿
病
実
態
調
べ
）
。
進
行
す 

る
と
合
併
症
が
怖
い
糖
尿
病
。
今
回
は
、
食
べ
過
ぎ
や
肥
満
な
ど
生
活
習
慣
が 

主
な
要
因
の
「
２
型
糖
尿
病
」
の
症
状
や
予
防
法
を
お
話
し
ま
す
。 

子育てチャンネル 子育てチャンネル 

①空腹時血糖値が110mg/d l
（以後単位略）以上126未満
　の人 

②HbA1c（過去1、2カ月の血
　糖値を反映）が5.6％以上
　の人（特に6.1％以上は要
　注意） 

③家族に糖尿病患者がいる人

④肥満やメタボリックシンド
　ロームのある人 
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12月 December

保健カレンダー 
お問い合わせ 
●保健福祉課保健指導係　a82－2111

【12月分】 
 
 
13:00～14:00 
13:30～ 
 
 
10:00～12:30 
 

＜地域子育て支援センター＞ 
申し込み・お問い合わせ　 
東川町地域子育て支援センター（a82－5100） 

＜親子遊びの体験教室＞  予約制 
  7日（金）テーマ「3・4歳児さん紙粘土あそび」10:00～11:30 

＜遊びの広場＞ 
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放） …  9:00～正午 
3日・4日・5日・10日・11日・12日・17日・18日
・19日・25日・26日 

※会場は幼児センターです！ 

おいしい手料理 

　先月に引き続いて、カナダ・ペトゥルッチ 
家に伝わる冬のレシピの一品です。 
　「寒いカナダの冬の夜もスープがあれば最高です。これ
は母の友人のレシピですが、少し私流に変えてあります」。

（「ペチャクチャカナダ人」（16ページ）を参照） 

＜材料＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜作り方＞ 
① 大きいシチュー鍋でたまねぎとにんにくをさっと油炒めする。 
② セロリ、ニンジン、ジャガイモと調味料を加える。 
③ 5分後トマトを加えて、つぶれるまで煮る（約7分）。 
④ スープを加えて沸騰させる。 
⑤ 豆を入れ、野菜が柔らかくなるまで煮る。 

　野菜スープなので、基本的にはどんな野菜を入れてもかまいません。 
冷蔵庫にあるもの何でもどうぞ。焦げないよう頻繁に混ぜ、スープが濃
すぎるようならお湯か野菜スープを加えます。調味料で味を調えて、さ
あ、召し上がれ！ 

　　　　　　 （アシュリー・ペトゥルッチさん、訳：宮地晶子さん） 
 
 

　　　    ブルスケッタ 
　　　    イタリアの伝統料理：おいしいフレッシュトマト
　　　    をのせたトースト 
＜材料＞ 
 
 
 
 
 

＜作り方＞ 
① パンを切りトーストする。 
② 材料を全て混ぜる。 
③ それをパンにのせて、さあどうぞ。 

【食べて健康・豆知識】 
　ミネストローネは、トマトを使ったイタリアの具だくさんス
ープです。野菜の1日の目安量350㌘を摂取するにも季節によ
って入れる野菜を変えられ、野菜をたっぷり食べるにはお勧め
なメニューです。 
　イタリア料理によく使われるオリーブオイルは、一価不飽和
脂肪酸のオレイン酸を多く含み、体内の血中コレステロールを
減らし、胃酸の分泌を促し、腸の働きをよくすることで便秘を
改善するなどの働きをします。 
　しかも酸化されにくく、抗酸化作用のあるビタミンＥも豊富
に含みます。しかし体に良いという油でも、１㌘９㌔㌍とほか
の油と同じようにカロリーがあるので、摂り過ぎると肥満の原
因になります。注意しましょう。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養士：中村　弘美 

【ミネストローネ】 

※会場は保健福祉センターです！ 

【1月分】 

 5日 
 

7日 
 

11日 
17日 
20日 
28日 

（水） 
 
（金） 
 
（火） 
（月） 
（木） 
（金） 

がん検診 
（旭川がん検診センターへ送迎検診） 
もぐもぐ教室 
乳幼児健診 
～14日（金）　ポリオ予防接種（町立診療所） 
子育て相談 
栄養教室 
インフルエンザ予防接種期間終了 
（町立診療所） 

11日 
 

23日 
25日 
28日 
31日 

（金） 
 
（水） 
（金） 
（月） 
（木） 

ごっくん教室 
乳幼児健診　 
1歳6カ月児健診 
栄養教室 
子育て相談 
親子ふれあい教室 

申込制 

申込制 

予約制 

○玉ネギ（中）…１個、乱切り 
○ジャガイモ（大）…２個、皮をむ 
　いてサイコロ状に切る 
○ニンジン…２本。皮をむいてサイ 
　コロ状に切る 
○野菜スープの素…１リットル分 
　（コンソメなど） 
○にんにく…３かけ、みじん切り 
○缶詰の豆（540m l缶）とその汁 
　（ひよこ豆でもキドニービーンズ 
　でも種類は何でも） 

○オリーブオイル…大さじ３ 
○インゲン…１カップ分、半分に 
　切る 
○セロリ…１／３カップ、乱切り 
　（お好みで） 
○トマト…４個、乱切り（缶入り 
　カットトマトでも） 
○トマトペースト…大さじ１ 
○パプリカ…大さじ１ 
○乾燥パセリ…少々 
○塩コショウ…少々 

○トマト…2個　サイコロ切り 
○青ねぎ…2本　小口切り 
○にんにく…１かけ　みじん切り 
○バジルの葉…４枚　細かくちぎる 
　（乾燥バジルでも可） 

○エクストラ・バージン・オリー 
　ブ・オイル…大さじ１ 
○オレガノ…一つまみ 
○塩 
○パン…薄切り（バゲットが一番 
　あいます） 
 


